
Ⅰ　専門分野の成長戦略
商工業分野

商工業分野の取り組みの概要
①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　商工業分野では「製造品出荷額等」を代表する指標とし、令和６年には6,740億円以上を達
成する目標を掲げ、企業支援などの取り組みを進めてきました。その結果、直近の令和４年は、
産業振興計画の取り組みを開始して以降最高となる6,473億円を記録し、着実に成果が現れて
います。
　地産の強化では、事業戦略の策定・実行支援や、付加価値の高い製品・技術の開発支援に取
り組むとともに、防災関連産業や紙産業など、本県の強みを生かした産業振興の取り組みを展
開してきました。企業誘致では、IT・コンテンツ企業を含む事務系企業を中心とした新設や既
立地企業の増設、それに伴う新規雇用が着実に増加しています。
　外商の強化では、産業振興センターの外商支援体制と活動の強化を図ることで、支援企業の
県外売上高は順調に推移するなど成果が現れています。　
　商業の強化では、地域の事業者の経営基盤強化に向けた経営計画の策定・実行を支援してき
ました。
　成長を支える取り組みの強化では、県内企業のデジタル化への支援やデジタル化を推進する
人材の育成を進めてきました。また、喫緊の課題である事業承継の推進に取り組みました。
　一方で、直面する人口減少問題や企業の人手不足への対応が急務となっています。今後は、
デジタル技術も活用しながら、省力化や高付加価値化による「生産性の向上」の取り組みと、
多様な働き方導入やワークライフバランスの推進強化といった「働き方改革の推進」の取り組
みを一層強化し、これらを両輪で進めていく必要があります。　

②　第５期計画ver.２の取り組み
　 第５期計画では、「人口減少下でも持続的に成長していく商工業の実現」を目指し、令和９
年度に製造業の１人当たり付加価値額986万円以上、製造品出荷額等7,150億円以上の達成に向
けて、以下の５つを柱にして取り組みを進めていきます。
柱１　ものづくり企業の経営基盤の強化と企業誘致の推進
　事業者の事業戦略の実行支援に取り組むとともに、付加価値の高い製品開発への支援を強化
します。加えて、新たな産業団地の新規開発に着手するとともに、高知県企業誘致戦略に基づ
き、市町村との連携強化により地域に必要な企業誘致を推進します。
柱２　外商の加速化と海外展開の促進
　タイとベトナムの現地サポートデスクを活用した短期間の海外視察の実施や、現地政府機関
とのネットワークを活用した現地商談を行い、海外市場へ挑戦する企業の裾野の拡大と販路の
拡大を目指します。また、国内では大手企業に幅広いネットワークを持つNPO法人との連携分
野の拡大などにより、さらなる外商の拡大を目指します。

柱３　商業サービスの活性化
　地域に必要とされる商業機能の維持･活性化に向けて、地域商業機能維持・活性化計画の策
定・実行支援を行います。また、中山間地域における空き店舗を活用した新規出店などを支援
するとともに、デジタル技術の活用による商店街活性化の取り組みを支援します。
柱４　デジタル技術の活用等による生産性の向上と事業構造の変革の促進
　県内企業のデジタル化を促進するため、商工団体の支援力向上や表彰制度の創設により普及
啓発を強化するとともに、継続的な取り組みに対する伴走支援の体制を拡充します。あわせて、
デジタル化を支える企業内人材の育成や中山間地域の小規模事業者を対象にした人材育成を強
化します。また、ものづくり企業の生産性向上に向けて、生産性向上推進アドバイザーによる
企業訪問や公設試験研究機関による支援を通じて、生産性向上に取り組む企業の裾野拡大を図
ります。
柱５　事業承継・人材確保の推進
　外国人材の雇用促進を図るため、雇用に係る相談窓口を設置します。また、円滑な事業承継
の推進に向け、人材の定着・確保にも繋がるよう、経営基盤強化の取り組みと連携した働き方
改革を推進します。あわせて、非正規雇用労働者の正規化の促進に取り組みます。
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市

場
の

開
拓

⑤
　外

国
人

材
を

活
用

した
海

外
展

開
の

促
進

①
　大

手
企

業
に

幅
広

い
ネ

ット
ワ

ー
クを

持
つ

N
PO

法
人

との
連

携
分

野
を

拡
大

②
　工

法
分

野
の

外
商

支
援

の
さら

な
る

強
化

（
３

）
関

西
・高

知
経

済
連

携
強

化
戦

略
に

基
づ

く外
商

の
強

化

拡

拡

拡

拡 拡

拡 拡

南
国

日
章

産
業

団
地

拡

新 拡

拡

（
２

）
企

業
誘

致
戦

略
等

に
基

づ
く誘

致
の

推
進

新

新

新

新

新

拡
新

拡 拡

拡拡拡拡

⇒
企

業
誘

致
戦

略
に

よ
り推

進

新

拡

拡
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◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

高
付

加
価

値
な

製
品

・
技

術
の

開
発

件
数

（
累

計
）

1
7
件

（
R

2
～

R
4
）

2
3
件

（
R

2
～

R
5
）

2
0
件

（
R

6
～

R
7
）

4
0
件

(R
6
～

R
9
)

事
業

戦
略

実
行

支
援

企
業

の
う

ち
前

年
比

＋
３

％
の

付
加

価
値

額
を

達
成

し
た

企
業

の
割

合
（
年

間
）

5
4
.4

%
（
R

4
）

5
5
.6

%
（
R

5
）

8
0
％

1
0
0
%

紙
産

業
の

製
造

品
出

荷
額

等
（
年

間
）

7
9
6
億

円
（
R

3
）

7
6
9
億

円
（
R

4
）

7
9
0
億

円
8
2
0
億

円

企
業

誘
致

の
推

進
に

よ
る

雇
用

者
数

（
年

間
）

7
,6

9
3
人

(R
4
)

7
,7

9
9
人

(R
5
)

8
,6

9
2
人

9
,8

5
7
人

○

　
（
企

業
誘

致
の

推
進

に
よ

る
雇

用
者

数
（
年

間
）
　

う
ち

ＩＴ
・
コ

ン
テ

ン
ツ

企
業

含
む

事
務

系
企

業
）

（
1
,5

9
5
人

（
R

4
）
）

（
1
,5

4
0
人

（
R

5
）
）

（
1
,9

9
3
人

）
（
2
,6

9
7
人

）
'○

工
業

団
地

の
新

規
開

発
件

数
（
累

計
）

2
件

(R
2
～

R
5
)

0
件

(R
6
～

R
9
)

1
件

2
件

(R
6
～

R
9
)

防
災

関
連

登
録

製
品

（
累

計
）

2
0
0
製

品
（
H

2
4
～

R
5
）

2
1
1
製

品
（
H

2
4
～

R
6
）

2
2
0
製

品
（
H

2
4
～

R
7
）

2
4
0
製

品
（
H

2
4
～

R
9
）

防
災

関
連

登
録

製
品

の
売

上
高

（
年

間
）

1
2
6
.3

億
円

（
R

4
)

1
2
4
.4

億
円

（
R

5
)

1
7
5
億

円
2
0
0
億

円

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

が
支

援
す

る
企

業
の

県
外

売
上

高
（
年

間
）

1
,0

2
7
億

円
（
R

4
)

1
,1

2
9
億

円
（
R

5
)

1
,1

2
2
億

円
1
,1

9
0
億

円
○

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

が
支

援
す

る
企

業
の

関
西

圏
で

の
売

上
高

（
年

間
）

2
3
7
億

円
（
R

4
）

2
2
2
億

円
（
R

5
）

2
5
9
億

円
2
7
4
億

円

経
営

計
画

策
定

支
援

件
数

（
年

間
）

 　
9
1
7
件

　
 （

R
4
）

9
4
6
件

（
R

5
）

8
2
9
件

8
8
6
件

商
業

集
積

地
に

お
け

る
営

業
店

舗
数

（
年

間
）

4
,6

3
2
店

舗
（
R

4
）

4
,5

5
7
店

舗
（
R

5
）

4
,6

0
0
店

舗
4
,6

0
0
店

舗
○

商
工

会
・
商

工
会

議
所

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

化
に

関
す

る
指

導
・
相

談
件

数
（
年

間
）

4
7
9
件

（
R

4
）

8
0
3
件

（
R

6
）

7
2
0
件

9
6
0
件

○

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

が
支

援
す

る
デ

ジ
タ

ル
化

計
画

の
策

定
数

（
累

計
）

9
0
件

（
R

3
～

R
5
）

1
2
7
件

（
R

3
～

R
6
）

1
5
0
件

（
R

3
～

R
7
）

2
1
0
件

（
R

3
～

R
9
）

○

D
X
認

定
企

業
数

（
累

計
）

7
社

（
R

4
～

R
5
）

1
1
社

（
R

4
～

R
6
）

1
4
社

（
R

4
～

R
7
）

2
4
社

（
R

4
～

R
9
）

○

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッ
ジ

に
お

け
る

人
材

育
成

者
数

9
1
人

（
R

4
)

1
3
7
人

（
R

6
)

延
べ

1
0
0
人

延
べ

4
0
0
人

（
R

6
～

R
9
)

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

及
び

公
設

試
の

支
援

に
よ

る
生

産
性

向
上

の
成

果
件

数
（
在

庫
削

減
、

生
産

量
増

加
、

作
業

時
間

短
縮

な
ど

定
量

的
な

効
果

が
あ

る
も

の
）
（
累

計
）

4
件

（
R

4
）

5
件

（
R

5
）

2
1
件

(R
6
～

R
7
)

4
4
件

（
R

6
～

R
9
）

高
知

県
事

業
承

継
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

第
三

者
承

継
の

マ
ッ

チ
ン

グ
件

数
（
年

間
）

5
1
件

（
R

4
）

5
2
件

（
R

5
）

1
0
0
件

1
0
0
件

○

県
内

で
就

労
す

る
「
技

能
実

習
」
及

び
「
特

定
技

能
」
の

外
国

人
労

働
者

数
（
年

間
）

3
,0

5
9
人

（
R

5
)

3
,7

6
2
人

（
R

6
)

3
,5

3
1
人

（
R

7
年

1
0
月

末
）

4
,0

0
0
人

以
上

○

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

推
進

延
べ

認
証

企
業

数
（
累

計
）

6
3
2
社

（
H

1
9
～

R
4
)

8
5
2
社

（
H

1
9
～

R
6
)

9
1
0
社

1
,0

5
0
社

（
H

1
9
～

R
9
)

○

働
き

方
改

革
に

取
り

組
む

企
業

（
従

業
員

5
人

以
上

）
の

割
合

（
年

間
）

5
2
.9

%
（
R

5
)

5
2
.9

%
（
R

5
)

5
9
%

6
5
%

○

商
工
業
分
野
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

①
製

造
業

の
１

人
当

た
り

付
加

価
値

額
　

・
・
・
出

発
点

（
R

3
）
　

 8
3
4
万

円
 ⇒

現
状

（
R

4
）
　

 8
9
3
万

円
⇒

 R
7
　

 　
9
4
8
万

円
 ⇒

４
年

後
（
R

9
）
  
 9

8
6
万

円
以

上
 ⇒

 1
0
年

後
（
R

1
5
）
1
,1

1
1
万

円
以

上
②

製
造

品
出

荷
額

等
　

  
　

　
　

　
　

　
　

　
 ・

・
・
出

発
点

（
R

3
）
6
,0

1
5
億

円
 ⇒

現
状

（
R

4
）
6
,4

7
3
億

円
⇒

 R
7
 　

6
,8

8
0
億

円
 ⇒

４
年

後
（
R

9
）
7
,1

5
0
億

円
以

上
 ⇒

 1
0
年

後
（
R

1
5
）
8
,0

6
0
億

円
以

上

２
　

外
商

の
加

速
化

と
海

外
展

開
の

促
進

②
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型
③

グ
ロ

ー
バ

ル
展

開
型

④
課

題
解

決
型

３
　

商
業

サ
ー

ビ
ス

の
活

性
化

②
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型

４
　

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
等

に
よ

る
生

産
性

の
向

上
と

事
業

構
造

の
変

革
の

促
進

①
構

造
転

換
型

⑤
人

材
起

点
型

５
　

事
業

承
継

・
人

材
確

保
の

推
進

③
グ

ロ
ー

バ
ル

展
開

型
④

課
題

解
決

型
⑤

人
材

起
点

型

１
　

も
の

づ
く
り

企
業

の
経

営
基

盤
の

強
化

と
企

業
誘

致
の

推
進

①
構

造
転

換
型

④
課

題
解

決
型

 
※
コ
ロ
ナ
関
連
を

除
く
と
7
3
4
件
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
高

付
加

価
値

な
製

品
・
技

術
の

開
発

件
数

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

四
半

期
ご

と
に

各
取

り
組

み
実

績
を

確
認

す
る

1
7
件

（
R

2
～

R
4
）

2
3
件

（
R

2
～

R
5
）

4
0
件

（
R

6
～

R
9
)

１
　

一
般

的
な

製
品

（
グ

リ
ー

ン
化

関
連

製
品

を
除

く
）
の

開
発

支
援

　
・
製

品
企

画
書

策
定

支
援

（
R

2
～

R
5
）

　
　

製
品

企
画

書
策

定
：
1
5
4
件

　
　

　
う

ち
製

品
化

　
  

：
8
8
件

（
5
7
％

）
　

　
　

販
売

実
績

あ
り

：
5
0
件

（
3
2
％

）
　

・
事

業
戦

略
等

推
進

事
業

費
補

助
金

（
R

2
～

R
5
）

　
　

「
新

製
品

・
新

技
術

・
新

役
務

開
発

事
業

」
の

　
　

採
択

:1
0
9
件

（
R

2
:3

9
件

、
R

3
:3

3
件

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
R

4
:2

0
件

、
R

5
:1

7
件

）
　

　
　

う
ち

新
製

品
開

発
(小

規
模

な
改

良
を

除
く
)

　
　

　
：
1
2
/
1
0
9
件

２
　

グ
リ

ー
ン

化
関

連
製

品
の

開
発

支
援

　
・
製

品
等

グ
リ

ー
ン

化
推

進
事

業
費

補
助

金
で

計
1
1
件

採
択

（
R

4
:5

件
、

R
5
:6

件
）

　
　

製
品

技
術

開
発

済
件

数
：
4
件

（
R

4
～

R
5
）

１
　

一
般

的
な

製
品

（
グ

リ
ー

ン
化

関
連

製
品

を
除

く
）

の
開

発
支

援
　

・
「
市

場
・
顧

客
分

析
の

甘
さ

」
、

「
想

定
外

の
技

術
課

題
発

生
」
等

の
理

由
に

よ
り

、
販

売
に

至
っ

た
も

の
は

３
割

に
留

ま
っ

て
い

る
た

め
、

高
付

加
価

値
で

売
れ

る
製

品
の

開
発

支
援

が
必

要

　
・
補

助
金

の
採

択
件

数
は

年
々

減
少

傾
向

に
あ

り
、

か
つ

ほ
と

ん
ど

が
小

規
模

な
改

良
で

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

新
製

品
開

発
へ

の
挑

戦
が

少
な

い
こ

と
か

ら
、

新
製

品
開

発
に

取
り

組
む

企
業

を
増

や
す

こ
と

が
必

要

２
　

グ
リ

ー
ン

化
関

連
製

品
の

開
発

支
援

　
・
グ

リ
ー

ン
化

関
連

製
品

の
開

発
は

、
比

較
的

規
模

の
大

き
な

企
業

が
先

行
し

て
い

る
た

め
、

グ
リ

ー
ン

化
に

資
す

る
製

品
技

術
の

開
発

に
取

り
組

む
企

業
の

さ
ら

な
る

発
掘

と
開

発
促

進
が

必
要

１
　

付
加

価
値

の
高

い
製

品
・
技

術
の

開
発

支
援

（
グ

リ
ー

ン
化

関
連

製
品

を
含

む
）

　
・
戦

略
的

製
品

開
発

推
進

事
業

費
補

助
金

に
よ

る
製

品
開

発
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

構
想

の
具

現
化

や
課

題
検

証
な

ど
の

ス
モ

ー
ル

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

「
開

発
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

」
に

よ
り

支
援

し
、

事
業

化
に

向
け

た
製

品
企

画
書

の
精

度
向

上
を

図
り

、
「
製

品
開

発
事

業
」
に

よ
っ

て
高

付
加

価
値

で
売

れ
る

製
品

開
発

を
後

押
し

　
　

・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
製

品
開

発
支

援
チ

ー
ム

の
サ

ポ
ー

ト
強

化
(専

門
人

材
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

等
)に

よ
り

、
付

加
価

値
の

高
い

製
品

開
発

を
支

援
【
R

7
】

<
戦

略
的

製
品

開
発

推
進

事
業

費
補

助
金

（
開

発
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

及
び

製
品

開
発

事
業

）
の

申
請

件
数

>
0
件

（
R

5
）

↓ 3
0
件

（
R

9
）

2
事

業
戦

略
実

行
支

援
企

業
の

う
ち

前
年

比
＋

３
％

の
付

加
価

値
額

を
達

成
し

た
企

業
の

割
合

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

四
半

期
ご

と
に

事
業

戦
略

策
定

企
業

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
決

算
状

況
の

確
認

を
行

う

5
4
.4

%
（
R

4
）

5
5
.6

%
（
R

5
）

1
0
0
%

（
R

9
）

１
　

事
業

戦
略

策
定

企
業

へ
の

P
D

C
A

の
徹

底
・
事

業
戦

略
等

推
進

事
業

費
補

助
金

（
R

2
～

R
5
）

　
採

択
 5

0
6
件

　
（
R

2
：
1
5
0
件

、
R

3
：
1
5
8
件

、
R

4
：
1
0
9
件

、
R

5
：

8
9
件

）
　

交
付

決
定

金
額

 6
1
0
,4

0
7
千

円
（
R

2
：
2
1
9
,4

4
3

千
円

、
R

3
：
1
8
4
,0

7
1
千

円
、

R
4
：
1
1
7
,8

4
9
千

円
、

R
5
：
8
9
,0

4
4
千

円
）

　
う

ち
事

業
戦

略
策

定
企

業
の

活
用

 の
べ

3
4
0
件

（
R

2
：
1
0
4
件

、
R

3
：
1
0
4
件

、
R

4
：
7
1
件

、
R

5
：
6
1

件
）

２
　

事
業

戦
略

の
策

定
・
実

行
支

援
・
事

業
戦

略
策

定
件

数
：
2
3
8
件

（
R

5
末

）
　

・
事

業
戦

略
の

見
直

し
企

業
：
8
0
社

（
R

5
末

）
　

・
進

捗
報

告
、

P
D

C
A

実
施

：
の

べ
1
,2

0
6
件

　
　

（
R

2
：
6
0
2
件

、
R

3
：
3
5
8
件

、
R

4
：
1
6
0
件

、
R

5
：

8
6
件

）
　

・
策

定
後

5
年

目
決

算
取

得
1
2
4
社

の
売

上
高

の
目

標
達

成
割

合
（
累

計
）
：
4
9
.2

％
（
6
1
社

/
1
2
4

社
）
　

１
　

事
業

戦
略

策
定

企
業

へ
の

P
D

C
A

の
徹

底
　

・
事

業
戦

略
の

策
定

か
ら

5
年

経
過

し
た

企
業

の
う

ち
、

自
社

で
P

D
C

A
を

回
せ

て
い

る
企

業
は

約
6
割

。
4

割
は

人
材

不
足

や
個

別
課

題
（
資

金
繰

り
な

ど
）
が

あ
る

た
め

、
よ

り
細

や
か

な
支

援
が

必
要

２
　

事
業

戦
略

の
策

定
・
実

行
支

援
　

・
事

業
戦

略
は

、
中

小
企

業
が

限
り

あ
る

資
源

を
効

果
的

に
活

用
し

、
競

争
優

位
性

を
築

き
、

持
続

的
に

成
長

し
て

い
く
た

め
に

有
効

な
も

の
で

あ
る

た
め

、
今

後
も

策
定

企
業

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

１
　

事
業

戦
略

策
定

企
業

へ
の

P
D

C
A

の
徹

底
　

・
事

業
戦

略
の

P
D

C
A

を
自

立
的

に
回

せ
て

い
な

い
企

業
を

中
心

に
専

門
家

派
遣

な
ど

の
支

援
を

強
化

【
R

6
～

R
9
】

２
　

事
業

戦
略

の
策

定
・
実

行
支

援
　

①
事

業
戦

略
策

定
に

よ
り

収
益

が
改

善
し

た
好

事
例

を
紹

介
し

て
、

策
定

に
取

り
組

む
企

業
の

裾
野

を
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
②

事
業

戦
略

等
推

進
事

業
費

補
助

金
の

営
業

力
強

化
推

進
事

業
な

ど
に

よ
り

、
企

業
の

営
業

力
強

化
の

た
め

の
取

り
組

み
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

〈
専

門
家

派
遣

件
数

（
事

業
戦

略
関

連
）
〉

2
6
件

（
R

5
）

↓ 3
5
件

（
R

9
）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

も
の
づ
くり
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と企
業
誘
致
の
推
進
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

も
の
づ
くり
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と企
業
誘
致
の
推
進

3
紙

産
業

の
製

造
品

出
荷

額
等

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

経
済

セ
ン

サ
ス

又
は

経
済

構
造

実
態

調
査

に
お

け
る

高
知

県
の

「
パ

ル
プ

・
紙

・
紙

加
工

品
製

造
業

」
及

び
「
繊

維
（
う

ち
、

フ
ェ

ル
ト

・
不

織
布

）
」
の

製
造

品
出

荷
額

等
を

合
算

7
9
6
億

円
（
R

3
）

7
6
9
億

円
（
R

4
）

8
2
0
億

円
（
R

9
）

１
　

付
加

価
値

の
高

い
製

品
開

発
の

促
進

　
・
紙

産
業

の
振

興
に

向
け

た
高

機
能

紙
や

新
素

材
の

開
発

促
進

、
技

術
研

修
の

実
施

　
製

品
・
技

術
の

新
規

開
発

件
数

：
1
7
件

　
（
R

2
：
2
件

、
R

3
：
7
件

、
R

4
：
3
件

、
R

5
：
5
件

）
　

技
術

研
修

の
受

講
者

数
：
1
,5

2
7
人

　
（
R

2
：
3
9
1
人

、
R

3
：
3
2
4
人

、
R

4
：
4
0
7
人

、
R

5
：

4
0
5
人

）
　

研
究

会
の

参
加

者
数

：
1
,0

2
5
人

　
（
R

2
：
2
4
4
人

、
R

3
：
3
5
1
人

、
R

4
：
2
9
1
人

、
R

5
：

1
3
9
人

）
・
製

品
等

グ
リ

ー
ン

化
推

進
事

業
費

補
助

金
（
紙

産
業

の
み

）
　

採
択

件
数

　
R

4
：
3
件

、
R

5
：
2
件

　
交

付
決

定
額

　
6
2
,6

6
1
千

円

２
　

紙
産

業
に

お
け

る
生

産
性

向
上

　
・
生

産
性

向
上

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
企

業
訪

問
（
個

社
（
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

）
支

援
）
8
社

延
べ

1
0
7
件

（
R

3
：
2
0
件

、
R

4
：
4
3
件

、
R

5
：
4
4
件

）
、

生
産

性
向

上
支

援
会

議
の

開
催

2
5
回

（
R

3
：
1
1

回
、

R
4
：
6
回

、
R

5
：
8
回

）
　

成
果

例
：
作

業
の

標
準

化
（
生

産
量

が
1
.2

倍
に

増
加

）
　

機
械

の
稼

働
率

向
上

（
生

産
量

が
1
.4

倍
に

増
加

）
　

作
業

手
順

・
方

法
の

見
直

し
（
不

良
品

が
５

分
の

２
に

減
少

）
　

・
生

産
性

向
上

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
　

　
①

管
理

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
層

　
R

4
：
5
名

　
　

②
実

践
・
リ

ー
ダ

ー
層

　
R

3
：
2
9
名

、
R

4
：
5

名
、

R
5
：
6
名

　
　

③
生

産
性

向
上

（
改

善
）
セ

ミ
ナ

ー
　

R
4
：
1
2

名
、

R
5
：
4
名

　
　

④
入

門
・
メ

ン
バ

ー
層

　
R

4
：
5
名

１
　

付
加

価
値

の
高

い
製

品
開

発
の

促
進

　
・
脱

炭
素

化
に

向
け

た
取

り
組

み
は

、
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

の
多

い
紙

産
業

に
お

い
て

特
に

必
要

　
・
脱

炭
素

化
や

物
流

問
題

（
物

流
費

高
騰

や
物

流
業

界
の

2
0
2
4
年

問
題

）
を

契
機

と
し

た
地

産
地

消
の

さ
ら

な
る

推
進

が
必

要

２
　

紙
産

業
に

お
け

る
生

産
性

向
上

　
・
自

社
で

主
体

的
に

生
産

性
向

上
を

進
め

ら
れ

る
企

業
を

増
や

す
こ

と
が

必
要

　
・
電

気
代

、
重

油
代

、
原

材
料

費
、

輸
送

費
の

高
騰

に
よ

る
収

益
悪

化
を

カ
バ

ー
す

る
た

め
の

工
程

改
善

に
よ

る
コ

ス
ト

削
減

や
生

産
量

増
が

必
要

１
　

付
加

価
値

の
高

い
製

品
開

発
の

促
進

　
①

紙
産

業
の

振
興

に
向

け
た

高
機

能
紙

や
新

素
材

の
開

発
促

進
、

技
術

研
修

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
②

（
再

掲
）
戦

略
的

製
品

開
発

推
進

事
業

費
補

助
金

に
よ

る
製

品
開

発
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

構
想

の
具

現
化

や
課

題
検

証
な

ど
の

ス
モ

ー
ル

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

「
開

発
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

」
に

よ
り

支
援

し
、

事
業

化
に

向
け

た
製

品
企

画
書

の
精

度
向

上
を

図
り

、
「
製

品
開

発
事

業
」
に

よ
っ

て
高

付
加

価
値

で
売

れ
る

製
品

開
発

を
後

押
し

 　
　

・
（
再

掲
）
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
製

品
開

発
支

援
チ

ー
ム

の
サ

ポ
ー

ト
強

化
(専

門
人

材
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

等
)に

よ
り

、
付

加
価

値
の

高
い

製
品

開
発

を
支

援
【
R

7
】

２
　

紙
産

業
に

お
け

る
生

産
性

向
上

　
①

生
産

性
向

上
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

企
業

訪
問

【
R

6
～

R
9
】

  
  

 ・
生

産
性

向
上

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
増

員
な

ど
生

産
性

向
上

支
援

体
制

の
強

化
【
R

7
】

　
②

生
産

性
向

上
支

援
会

議
の

開
催

【
R

6
～

R
9
】

　
③

生
産

性
向

上
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
意

識
啓

発
セ

ミ
ナ

ー
と

実
践

型
研

修
）
【
R

6
～

R
9
】

　
④

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
支

援
に

よ
る

県
内

企
業

の
生

産
性

向
上

事
例

を
紹

介
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

取
り

組
む

企
業

の
裾

野
を

拡
大

【
R

6
】

　
⑤

改
善

活
動

先
進

企
業

視
察

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
⑥

脱
炭

素
化

、
地

産
地

消
推

進
に

向
け

た
取

り
組

み
の

検
討

（
製

紙
工

業
会

と
の

意
見

交
換

会
等

）
【
R

6
～

R
9
】

〈
製

品
開

発
件

数
〉

5
件

（
R

5
）

↓ 7
件

（
R

9
）

63



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

も
の
づ
くり
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と企
業
誘
致
の
推
進

4
企

業
誘

致
の

推
進

に
よ

る
雇

用
者

数
（
年

間
）
（
う

ち
事

務
系

企
業

）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

日
常

の
誘

致
企

業
等

に
対

す
る

手
厚

い
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
の

中
で

常
に

業
況

や
雇

用
に

つ
い

て
確

認
を

行
っ

て
い

る

7
,6

9
3
人

(R
4
)

（
う

ち
事

務
系

企
業

1
,5

9
5
人

(R
4
)）

7
,7

9
9
人

(R
5
)

（
う

ち
事

務
系

企
業

1
,5

4
0
人

(R
5
)）

9
,8

5
7
人

（
R

9
）

（
う

ち
事

務
系

企
業

2
,6

9
7
人

(R
9
）
）

１
　

様
々

な
機

会
を

捉
え

た
企

業
誘

致
の

推
進

　
・
誘

致
対

象
企

業
へ

の
情

報
発

信
（
製

造
業

）
（
R

2
～

R
6
）

　
　

D
M

発
送

1
3
,8

7
3
社

（
う

ち
企

業
訪

問
3
5
社

）
　

・
見

本
市

出
展

1
0
回

（
R

2
～

R
6
）

　
　

名
刺

交
換

 1
,4

5
7
社

（
企

業
訪

問
9
社

、
継

続
 

1
3
社

）
　

・
新

規
訪

問
：
1
3
9
社

（
製

造
業

5
8
社

、
事

務
系

8
1
社

）

　
【
成

果
】

　
・
立

地
決

定
：
5
5
件

（
R

2
～

R
6
）

　
  

新
設

2
5
件

（
事

務
系

2
4
、

製
造

業
1
）

  
  

増
設

3
0
件

（
事

務
系

4
、

製
造

業
2
4
、

そ
の

他
2
）

　
・
南

国
日

章
産

業
団

地
：
4
区

画
分

譲
　

　
（
分

譲
率

：
7
2
.2

%
）
（
R

4
～

R
6
）

２
　

企
業

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
き

め
細

か
な

ア
フ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

の
実

施
　

・
立

地
企

業
合

同
企

業
説

明
会

（
R

2
～

R
6
）

　
　

参
加

企
業

数
：
延

べ
 1

3
2
社

（
参

加
者

数
6
5
7

名
）
、

採
用

企
業

数
：
延

べ
1
9
社

（
採

用
数

2
6
名

）
　

・
企

業
単

独
で

行
う

会
社

説
明

会
・
面

接
会

の
開

催
支

援
（
R

2
～

R
6
）

　
　

参
加

企
業

数
：
延

べ
2
6
社

1
4
1
回

（
参

加
者

数
1
,0

9
8
名

）
、

採
用

企
業

数
：
延

べ
2
2
社

（
採

用
数

1
2
0
名

）

１
　

様
々

な
機

会
を

捉
え

た
企

業
誘

致
の

推
進

　
・
南

国
日

章
産

業
団

地
の

早
期

分
譲

完
了

及
び

高
知

テ
ク

ノ
パ

ー
ク

へ
の

誘
致

を
目

指
し

た
取

り
組

み
の

推
進

　
・
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

に
よ

る
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

誘
致

活
動

の
強

化
　

・
既

立
地

企
業

へ
の

手
厚

い
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
の

実
施

に
よ

る
事

業
拡

大
の

促
進

　
・
若

者
や

女
性

か
ら

の
ニ

ー
ズ

が
高

く
、

女
性

の
就

業
者

数
が

多
い

事
務

系
企

業
の

誘
致

を
さ

ら
に

推
進

し
、

雇
用

の
場

の
創

出
を

図
る

こ
と

が
必

要
　

・
中

山
間

地
域

に
働

く
場

を
創

出
す

る
た

め
、

中
山

間
地

域
へ

の
企

業
誘

致
・
立

地
を

さ
ら

に
促

進
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

２
　

企
業

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
き

め
細

か
な

ア
フ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

の
実

施
　

・
既

立
地

企
業

へ
の

手
厚

い
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
の

実
施

に
よ

る
事

業
拡

大
の

促
進

　

１
　

様
々

な
機

会
を

捉
え

た
企

業
誘

致
の

推
進

　
①

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
に

よ
る

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
誘

致
活

動
の

推
進

　
　

・
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

効
果

的
な

W
E
B

広
告

の
運

用
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
企

業
担

当
者

の
関

心
を

高
め

る
H

P
コ

ン
テ

ン
ツ

の
拡

充
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
見

本
市

へ
の

出
展

や
D

M
送

付
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
M

A
(マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

オ
ー

ト
メ

ー
シ

ョ
ン

）
ツ

ー
ル

の
活

用
に

よ
る

効
率

的
な

誘
致

活
動

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
②

高
知

県
企

業
誘

致
戦

略
の

策
定

・
実

行
に

よ
る

誘
致

活
動

の
推

進
　

　
ア

　
＜

柱
1
＞

若
者

や
女

性
か

ら
人

気
の

高
い

事
務

系
企

業
等

の
誘

致
の

推
進

 【
R

6
～

R
9
】

　
　

イ
　

＜
柱

2
＞

理
系

の
学

生
の

県
内

就
職

を
促

進
す

る
企

業
（
製

造
業

等
）
の

誘
致

・
立

地
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】
　

　
　

ウ
　

＜
柱

3
＞

県
内

製
造

業
の

生
産

性
向

上
や

製
造

品
出

荷
額

等
の

増
加

に
資

す
る

企
業

の
誘

致
【
R

6
～

R
9
】
　

　
　

エ
　

＜
柱

4
＞

中
山

間
地

域
へ

の
若

者
・
女

性
が

働
く
場

や
生

活
イ

ン
フ

ラ
関

連
の

企
業

の
誘

致
【
R

6
～

R
9
】

２
　

企
業

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
き

め
細

か
な

ア
フ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

の
実

施
　

①
立

地
企

業
の

人
材

確
保

支
援

　
　

・
求

職
者

が
容

易
に

オ
ン

ラ
イ

ン
で

企
業

と
の

面
談

や
就

活
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
が

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

企
業

の
人

材
確

保
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
立

地
企

業
合

同
企

業
説

明
会

の
開

催
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
企

業
単

独
で

行
う

会
社

説
明

会
・
面

接
会

の
開

催
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
高

知
デ

ジ
タ

ル
カ

レ
ッ

ジ
に

お
け

る
、

デ
ジ

タ
ル

人
材

の
育

成
【
R

6
～

R
9
】

　
②

立
地

企
業

の
増

設
等

に
向

け
た

支
援

　
　

・
定

期
的

な
企

業
訪

問
に

よ
り

、
人

材
確

保
対

策
の

課
題

解
決

策
に

向
け

た
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
以

下
の

補
助

金
の

活
用

に
よ

り
、

立
地

企
業

の
増

設
等

を
推

進
【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
　

企
業

立
地

促
進

事
業

費
補

助
金

、
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

等
立

地
促

進
事

業
費

補
助

金
、

IT
・
コ

ン
テ

ン
ツ

企
業

立
地

促
進

事
業

費
補

助
金

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
1
＞

参
照

（
P

7
4
）

〈
企

業
訪

問
件

数
〉

3
8
6
件

（
R

6
）

（
う

ち
事

務
系

企
業

1
9
5
件

（
R

6
）
）

↓
2
6
5
件

（
R

9
）

（
う

ち
事

務
系

企
業

1
0
4
件

（
R

9
）
）

5
工

業
団

地
の

新
規

開
発

件
数

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

県
の

工
業

団
地

開
発

業
務

で
把

握

2
件

(R
2
～

R
5
)

0
件

(R
6
～

R
9
)

2
件

(R
6
～

R
9
)

１
　

安
全

・
安

心
な

工
業

団
地

の
計

画
的

な
開

発
に

よ
る

受
け

皿
の

確
保

と
早

期
分

譲
　

・
南

国
日

章
産

業
団

地
の

開
発

　
　

H
2
8
　

　
　

　
用

地
調

査
　

測
量

設
計

　
　

R
1
.6

月
　

　
造

成
工

事
着

手
　

　
R

3
.5

月
　

　
造

成
工

事
完

成
　

　
　

　
　

　
　

　
　

7
区

画
、

約
1
1
.3

h
a

　
・
高

知
中

央
産

業
団

地
（
布

師
田

地
区

）
の

開
発 　

　
H

3
0
～

R
1
  

用
地

調
査

、
測

量
設

計
　

　
R

2
.1

2
月

　
 造

成
工

事
着

手
　

　
R

5
.7

月
　

　
造

成
工

事
完

成
　

　
　

　
　

　
　

　
　

6
区

画
、

約
7
.4

h
a

　
・
工

場
用

地
の

適
地

を
調

査
（
R

1
～

R
5
調

査
）

　
　

　
・
候

補
地

選
定

調
査

　
4
市

1
町

　
　

　
・
条

件
調

査
　

　
　

　
　

 2
市

１
　

安
全

・
安

心
な

工
業

団
地

の
計

画
的

な
開

発
に

よ
る

受
け

皿
の

確
保

と
早

期
分

譲

　
・
高

知
中

央
産

業
団

地
（
布

師
田

地
区

）
の

完
成

以
降

、
開

発
中

の
団

地
が

無
く
、

製
造

業
等

の
誘

致
の

受
け

皿
と

な
る

用
地

の
ス

ト
ッ

ク
が

枯
渇

す
る

見
込

み
　

・
条

件
調

査
を

実
施

し
た

3
市

の
う

ち
1
市

に
つ

い
て

は
、

最
終

的
に

地
元

関
係

者
の

理
解

を
得

ら
れ

ず
、

開
発

を
断

念
し

て
い

る
　

・
ま

た
、

2
市

に
つ

い
て

は
、

候
補

地
の

絞
り

込
み

や
地

元
関

係
者

と
の

調
整

に
時

間
を

要
し

て
お

り
、

現
時

点
で

新
た

な
工

業
団

地
開

発
に

着
手

で
き

て
い

な
い

１
　

安
全

・
安

心
な

工
業

団
地

の
計

画
的

な
開

発
に

よ
る

受
け

皿
の

確
保

と
早

期
分

譲
　

①
複

数
の

開
発

候
補

地
の

確
保

　
　

・
複

数
の

開
発

候
補

地
を

確
保

し
、

工
業

団
地

の
計

画
的

な
開

発
を

行
う

こ
と

で
用

地
の

安
定

供
給

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】

　
②

新
た

な
工

業
団

地
の

早
期

開
発

　
　

・
条

件
調

査
に

着
手

す
る

市
町

村
に

対
し

、
費

用
面

に
加

え
て

技
術

面
の

支
援

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
　

新
た

な
工

業
団

地
の

早
期

開
発

を
推

進
【
R

6
～

R
9
】

＜
市

町
村

意
向

調
査

件
数

＞
8
市

町
村

(R
5
）

↓ 延
べ

2
8
市

町
村

（
R

6
～

R
9
)
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

も
の
づ
くり
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と企
業
誘
致
の
推
進

6
防

災
関

連
登

録
製

品
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

防
災

関
連

製
品

認
定

審
査

会
に

お
け

る
累

計
の

認
定

数

2
0
0
製

品
（
H

2
4
～

R
5
）

2
1
1
製

品
（
H

2
4
～

R
6
）

2
4
0
製

品
（
H

2
4
～

R
9
）

１
　

防
災

関
連

製
品

の
開

発
促

進
　

・
全

体
会

の
開

催
：
1
7
8
名

　
　

（
R

2
,3

は
未

実
施

、
R

4
:2

3
名

、
R

5
:1

5
5
名

）
　

・
W

G
の

開
催

：
3
2
6
名

　
　

（
R

2
：
5
5
名

、
R

3
：
1
8
3
名

、
R

4
：
3
7
名

、
R

5
：
5
1

名
）
　

　
・
防

災
関

連
産

業
振

興
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

開
発

支
援

に
よ

る
防

災
関

連
製

品
認

定
：
3
件

　
・
メ

ル
マ

ガ
発

信
に

よ
る

情
報

提
供

（
随

時
）

２
　

防
災

関
連

製
品

申
請

企
業

の
掘

り
起

こ
し

　
・
防

災
交

流
会

会
員

企
業

数
（
累

計
）
：
2
5
7
社

　
　

（
R

2
末

：
2
2
5
社

、
R

3
末

：
2
4
2
社

、
R

4
末

：
2
4
9

社
、

R
5
末

：
2
5
7
社

）
　

・
防

災
関

連
製

品
登

録
数

(累
計

)：
2
1
1
製

品
（
H

2
4
～

R
元

:1
5
1
製

品
、

R
2
：
1
6
製

品
、

R
3
：
1
6

製
品

、
R

4
：
7
製

品
、

R
5
：
1
0
製

品
、

R
6
：
1
1
製

品
）

　
・
（
再

掲
）
W

G
の

開
催

：
3
2
6
名

　
　

（
R

2
：
5
5
名

、
R

3
：
1
8
3
名

、
R

4
：
3
7
名

、
R

5
：
5
1

名
）
　

１
　

防
災

関
連

製
品

の
開

発
促

進
　

・
全

国
的

に
防

災
製

品
の

導
入

が
進

ん
で

い
る

中
で

、
県

内
製

品
の

導
入

を
促

進
す

る
に

は
他

製
品

と
の

差
別

化
や

競
争

力
の

あ
る

商
品

開
発

が
必

要
　

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

感
染

症
対

策
品

の
登

録
が

一
時

的
に

増
え

た
が

、
今

後
は

そ
の

環
境

が
変

化
す

る
た

め
、

全
体

会
、

W
G

と
も

に
、

社
会

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
開

催
内

容
と

す
る

軌
道

修
正

が
必

要

２
　

防
災

関
連

製
品

申
請

企
業

の
掘

り
起

こ
し

　
・
防

災
関

連
登

録
製

品
が

増
え

一
定

の
掘

り
起

こ
し

が
進

ん
だ

中
で

、
新

た
な

防
災

関
連

製
品

の
開

発
支

援
と

並
行

し
て

、
申

請
企

業
の

掘
り

起
こ

し
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

必
要

１
　

防
災

関
連

製
品

の
開

発
促

進
　

①
W

G
に

よ
る

防
災

関
連

産
業

へ
の

参
画

企
業

の
拡

大
や

さ
ら

な
る

製
品

開
発

案
件

の
掘

り
起

こ
し

、
防

災
関

連
産

業
振

興
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

　
　

 よ
る

製
品

開
発

・
改

良
へ

の
助

言
【
R

6
～

R
9
】

　
②

公
設

試
の

技
術

支
援

に
よ

る
製

品
開

発
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
③

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
専

門
家

派
遣

、
補

助
金

等
に

よ
る

支
援

【
R

6
～

R
9
】

２
防

災
関

連
産

業
交

流
会

の
活

動
　

①
防

災
関

連
製

品
認

定
制

度
の

実
施

、
防

災
関

連
産

業
交

流
会

の
全

体
会

・
W

G
を

通
じ

た
情

報
共

有
、

定
期

的
な

メ
ル

マ
ガ

発
信

に
よ

る
情

報
提

供
（
市

場
・
開

発
ニ

ー
ズ

情
報

、
防

災
製

品
ト

レ
ン

ド
情

報
等

）
【
R

6
～

R
9
】

　
②

製
品

開
発

に
つ

い
て

の
W

G
の

開
催

【
R

6
～

R
9
】

〈
防

災
交

流
会

会
員

企
業

数
（
累

計
）
〉

2
5
7
社

（
R

5
）

↓ 2
8
5
社

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
防

災
関

連
登

録
製

品
の

売
上

高
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

高
知

県
防

災
関

連
登

録
製

品
の

売
上

高
に

つ
い

て
、

半
期

ご
と

（
年

2
回

）
に

企
業

に
調

査
を

実
施

す
る

1
2
6
.3

億
円 （
R

4
)

1
2
4
.4

億
円 （
R

5
)

2
0
0
億

円
（
R

9
)

１
　

県
内

地
消

の
促

進
　

・
県

内
防

災
関

連
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

P
R

活
動

　
　

4
8
回

（
延

べ
2
1
8
社

参
加

）
（
R

2
～

R
5
）

２
　

国
内

外
へ

の
販

路
拡

大
　

・
県

外
見

本
市

へ
の

出
展

　
　

3
6
回

延
べ

1
7
6
社

出
展

・
商

談
3
,2

5
7
件

  
  

（
R

2
～

R
5
）

　
・
展

示
商

談
会

の
開

催
　

　
1
4
回

延
べ

9
6
社

出
展

・
商

談
1
,1

4
9
件

　
　

（
R

2
～

R
5
）

　
・
海

外
見

本
市

へ
の

出
展

（
高

知
防

災
の

P
R

）
　

　
2
回

（
R

4
～

R
5
台

湾
)

　
・
防

災
関

連
製

品
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

や
海

外
向

け
防

災
専

門
E
C

サ
イ

ト
(J

B
 S

H
O

P
)を

活
用

し
た

情
報

発
信

6
社

8
製

品

　
⇒

防
災

関
連

製
品

認
定

制
度

に
よ

る
認

定
製

品
の

売
上

高
　

R
2
：
6
9
.8

億
円

、
R

3
：
1
0
2
.2

億
円

、
R

4
：
1
2
6
.3

億
円

、
Ｒ

5
：
1
2
4
.4

億
円

１
　

県
内

地
消

の
促

進
　

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

で
あ

る
自

治
体

お
よ

び
大

手
民

間
企

業
に

お
い

て
は

、
特

に
地

元
か

つ
防

災
先

進
県

で
あ

る
高

知
県

内
で

の
導

入
実

績
が

重
要

で
あ

る
た

め
、

県
内

で
の

さ
ら

な
る

導
入

実
績

が
必

要

２
　

国
内

外
へ

の
販

路
拡

大
　

・
自

治
体

お
よ

び
大

手
民

間
企

業
に

お
い

て
は

、
災

害
備

蓄
が

一
定

進
ん

で
い

る
た

め
、

既
存

備
蓄

の
更

新
時

に
県

内
製

品
の

採
用

に
つ

な
げ

、
取

引
を

拡
大

す
る

取
り

組
み

が
必

要
　

・
工

法
の

外
商

支
援

を
強

化
す

る
た

め
、

専
門

知
識

の
あ

る
人

材
が

必
要

　
・
各

国
で

行
っ

て
き

た
防

災
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
の

防
災

技
術

の
P

R
活

動
を

成
約

に
つ

な
げ

る
た

め
に

、
継

続
的

な
支

援
が

で
き

る
現

地
体

制
の

強
化

が
必

要

１
　

県
内

地
消

の
促

進
　

①
県

内
で

の
導

入
実

績
の

拡
大

  
 ・

県
内

防
災

関
連

イ
ベ

ン
ト

等
で

の
P

R
活

動
【
R

6
～

R
9
】

２
　

国
内

外
へ

の
販

路
拡

大
　

①
県

内
外

の
防

災
ニ

ー
ズ

と
防

災
関

連
製

品
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

　
　

ア
　

整
備

済
の

企
業

・
自

治
体

な
ど

の
更

新
需

要
を

狙
っ

た
営

業
活

動
を

行
う

ほ
か

、
ま

だ
ア

プ
ロ

ー
チ

で
き

て
い

な
い

個
人

を
狙

っ
た

百
貨

店
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ョ

ッ
プ

の
活

用
を

行
う

【
R

6
～

R
9
】

　
　

イ
　

外
商

を
促

進
す

る
た

め
、

土
木

・
工

法
に

精
通

す
る

専
門

家
を

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
大

阪
営

業
本

部
に

配
置

【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
　

・
土

木
技

術
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

活
動

日
数

を
増

加
【
R

7
】

　
②

防
災

関
連

製
品

の
販

路
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

　
　

ア
　

イ
ン

ド
や

台
湾

な
ど

防
災

・
イ

ン
フ

ラ
技

術
セ

ミ
ナ

ー
を

行
っ

た
国

に
現

地
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

配
置

し
、

継
続

的
な

支
援

体
制

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
　

イ
　

継
続

的
な

支
援

体
制

が
構

築
さ

れ
た

タ
イ

、
ベ

ト
ナ

ム
現

地
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

を
活

用
し

た
販

路
開

拓
【
R

6
～

R
9
】

　
　

ウ
　

台
湾

現
地

の
防

災
産

業
協

会
と

連
携

し
た

台
湾

販
路

の
構

築
【
R

6
～

R
9
】

　
　

エ
　

防
災

技
術

の
P

R
を

拡
大

す
る

た
め

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

や
台

湾
で

の
防

災
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

等
、

取
り

組
み

を
拡

大
【
R

6
】

  
  

　
　

 ・
台

湾
で

の
展

示
会

出
展

に
加

え
て

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

で
の

J
IC

A
等

と
の

連
携

や
防

災
セ

ミ
ナ

ー
で

築
い

た
現

地
政

府
機

関
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

  
  

  
  

  
 活

用
し

、
現

地
商

談
及

び
事

前
・
事

後
の

ウ
ェ

ブ
商

談
を

実
施

【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
2
＞

参
照

（
P

7
5
）

〈
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

支
援

に
よ

る
商

談
件

数
（
防

災
関

連
）
〉

1
,5

9
1
件

（
R

5
）

↓ 9
4
0
件

(R
9
)

2
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

支
援

す
る

企
業

の
県

外
売

上
高

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

定
期

的
（
年

2
回

：
9
月

、
3
月

）
に

外
商

サ
ポ

ー
ト

対
象

企
業

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

支
援

に
よ

る
成

果
額

の
確

認
を

行
う

　

1
,0

2
7
億

円 （
R

4
)

1
,1

2
9
億

円 （
R

5
)

1
,1

9
0
億

円
（
R

9
）

【
国

内
】

１
　

外
商

サ
ポ

ー
ト

強
化

に
よ

る
販

路
拡

大
　

・
県

外
見

本
市

へ
の

出
展

　
　

8
6
回

延
べ

4
1
3
社

出
展

・
商

談
1
0
,6

8
4
件

　
　

（
R

2
～

R
5
）

　
・
展

示
商

談
会

の
開

催
　

　
3
1
回

延
べ

2
2
3
社

出
展

・
商

談
2
,2

9
9
件

　
　

（
R

2
～

R
5
）

　
⇒

成
約

額
：
8
6
.0

億
円

（
R

2
～

R
5
）

　
・
も

の
づ

く
り

総
合

技
術

展
の

開
催

　
　

4
2
1
社

出
展

・
商

談
延

べ
2
,5

5
4
件

　
⇒

成
約

額
：
2
.3

億
円

（
R

2
～

R
5
）

　
・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
大

阪
営

業
本

部
を

設
置

（
R

5
～

）

２
　

技
術

の
外

商
サ

ポ
ー

ト
に

よ
る

受
注

拡
大

　
・
技

術
の

外
商

取
引

拡
大

商
談

会
　

　
県

外
6
4
社

×
県

内
延

べ
1
3
8
社

参
加

　
　

商
談

 4
4
2
件

 （
R

2
～

 R
5
）

　
・
広

域
合

同
商

談
会

の
開

催
　

　
県

外
延

べ
6
1
9
社

×
県

内
延

べ
1
2
1
社

参
加

　
　

商
談

延
べ

3
7
9
件

（
R

2
～

R
5
）

　
・
工

場
視

察
商

談
会

の
開

催
　

　
3
0
回

×
県

内
延

べ
1
4
7
社

参
加

　
　

商
談

延
べ

1
4
7
件

 （
R

2
～

R
5
）

　
・
単

独
商

談
会

の
開

催
　

　
県

外
1
0
社

×
県

内
9
社

参
加

・
商

談
4
0
件

　
　

（
R

4
）

　
⇒

成
約

額
：
2
7
.3

億
円

（
R

2
～

R
5
）

　
⇒

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
外

商
支

援
に

よ
る

　
　

 成
約

額
　

R
2
：
8
2
.1

億
円

、
R

3
：
9
1
.7

億
円

、
　

　
　

　
　

　
 　

 R
4
：
1
0
1
.7

億
円

、
R

5
：
1
1
7
.1

億
円

【
国

内
】

１
　

外
商

サ
ポ

ー
ト

強
化

に
よ

る
販

路
拡

大
　

・
見

本
市

等
で

得
た

顧
客

候
補

と
の

接
点

を
生

か
し

、
よ

り
成

約
率

を
高

め
る

た
め

に
は

各
企

業
の

営
業

力
強

化
が

必
要

　
・
外

商
サ

ポ
ー

ト
を

通
じ

て
得

た
マ

ー
ケ

ッ
ト

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
製

品
開

発
を

促
進

す
る

取
り

組
み

が
必

要
　

・
工

法
の

外
商

支
援

を
強

化
す

る
た

め
、

専
門

知
識

の
あ

る
人

材
が

必
要

（
再

掲
）

２
　

技
術

の
外

商
サ

ポ
ー

ト
に

よ
る

受
注

拡
大

　
・
更

な
る

発
注

案
件

の
開

拓
に

は
こ

れ
ま

で
と

は
違

っ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

【
国

内
】

１
　

外
商

サ
ポ

ー
ト

強
化

に
よ

る
販

路
拡

大
　

①
企

業
の

営
業

力
強

化
に

向
け

た
取

り
組

み
を

支
援

　
　

・
企

業
の

営
業

力
強

化
の

た
め

の
助

成
メ

ニ
ュ

ー
に

よ
る

支
援

（
営

業
拠

点
の

設
置

や
営

業
代

行
の

利
用

な
ど

）
【
R

6
～

R
9
】

　
②

さ
ら

な
る

成
約

額
増

に
向

け
た

製
品

開
発

の
促

進
に

よ
る

見
本

市
の

活
性

化
　

　
・
新

規
開

発
製

品
を

優
先

的
に

見
本

市
、

ミ
ニ

展
示

商
談

会
、

現
地

視
察

商
談

会
に

展
示

す
る

こ
と

で
、

成
約

件
数

の
増

加
と

高
知

県
ブ

ー
ス

　
　

　
の

新
陳

代
謝

を
促

す
【
R

6
～

R
9
】

　
③

工
法

の
外

商
促

進
　

　
　

（
再

掲
）
ア

　
外

商
を

促
進

す
る

た
め

、
土

木
・
工

法
に

精
通

す
る

専
門

家
を

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
大

阪
営

業
本

部
に

配
置

【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
　

　
　

　
  

 　
（
再

掲
）
・
土

木
技

術
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

活
動

日
数

を
増

加
【
R

7
】

　
④

販
路

拡
大

の
強

化
　

　
ア

　
大

手
企

業
に

幅
広

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

持
つ

N
P

O
法

人
と

の
連

携
分

野
に

つ
い

て
、

技
術

の
外

商
分

野
に

加
え

て
、

防
災

関
連

製
品

を
は

じ
　

　
　

　
め

と
す

る
各

種
製

品
に

拡
大

【
R

7
】

　
　

イ
　

「
と

さ
と

さ
」
を

活
用

し
た

伝
統

的
工

芸
品

、
海

洋
深

層
水

な
ど

の
販

売
促

進
【
R

7
】

２
　

技
術

の
外

商
サ

ポ
ー

ト
に

よ
る

受
注

拡
大

　
①

大
手

企
業

に
幅

広
い

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
持

つ
N

P
O

法
人

と
関

西
で

連
携

し
、

従
来

で
は

ア
プ

ロ
ー

チ
が

困
難

だ
っ

た
新

た
な

顧
客

と
の

商
談

機
会

の
創

出
【
R

6
】

　
　

・
関

西
に

加
え

て
関

東
に

お
い

て
も

、
N

P
O

法
人

と
連

携
し

た
活

動
を

実
施

【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
2
＞

参
照

（
P

7
5
）

〈
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

支
援

に
よ

る
商

談
件

数
〉

4
,6

1
1
件

（
R

5
）

↓ 4
,1

3
0
件

(R
9
)

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

外
商
の
加
速
化
と海
外
展
開
の
促
進

66



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

外
商
の
加
速
化
と海
外
展
開
の
促
進

【
海

外
】

１
　

海
外

展
開

に
取

り
組

む
企

業
の

掘
り

起
こ

し
と

伴
走

支
援

体
制

の
強

化
　

・
海

外
支

援
C

O
に

よ
る

海
外

戦
略

の
策

定
支

援 　
　

1
3
社

（
R

2
～

R
5
）
累

計
3
3
社

　
・
も

の
づ

く
り

海
外

戦
略

支
援

会
議

（
R

5
～

）
　

　
海

外
展

開
に

取
り

組
む

企
業

の
掘

り
起

こ
し

に
関

す
る

情
報

共
有

と
海

外
戦

略
の

策
定

お
よ

び
実

行
支

援
の

強
化

　
・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
に

も
の

づ
く
り

海
外

展
開

サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
を

設
置

（
R

5
）

　
・
海

外
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会

（
年

4
回

）
（
R

5
）

　
　

業
種

の
制

限
な

く
気

軽
に

参
加

で
き

る
交

流
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

立
ち

上
げ

、
海

外
展

開
に

一
歩

踏
み

出
す

企
業

の
裾

野
の

拡
大

を
図

っ
た

。

２
　

見
本

市
等

の
エ

リ
ア

拡
大

に
よ

る
商

談
機

会
の

確
保

　
・
海

外
経

済
ミ

ッ
シ

ョ
ン

団
の

派
遣

（
R

4
)

ベ
ト

ナ
ム

(.
8
/
2
7
～

9
/
1
)：

7
社

1
3
名

イ
ン

ド
(1

0
/
1
6
～

2
0
)：

8
社

1
0
名

（
R

5
）

ベ
ト

ナ
ム

（
8
/
2
3
～

2
6
）
2
1
社

・
団

体
2
8
名

タ
イ

・
イ

ン
ド

（
1
1
/
2
3
～

2
9
）
 7

社
8
名

【
海

外
】

１
　

海
外

展
開

に
取

り
組

む
企

業
の

掘
り

起
こ

し
と

伴
走

支
援

体
制

の
強

化
　

・
成

果
額

は
伸

び
て

き
て

い
る

が
一

部
企

業
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

各
企

業
へ

の
伴

走
支

援
体

制
の

強
化

及
び

海
外

展
開

に
参

画
す

る
企

業
の

掘
り

起
こ

し
が

必
要 　

・
海

外
現

地
で

の
支

援
と

し
て

、
見

本
市

出
展

や
出

張
に

よ
る

商
談

同
行

で
成

約
に

つ
な

げ
て

き
た

が
、

よ
り

成
約

率
を

上
げ

て
い

く
取

り
組

み
が

必
要

２
　

見
本

市
等

の
エ

リ
ア

拡
大

に
よ

る
商

談
機

会
の

確
保 　

・
成

約
へ

と
つ

な
げ

て
い

く
た

め
に

は
、

タ
イ

ム
リ

ー
な

現
地

情
報

の
収

集
や

現
地

団
体

と
の

関
係

づ
く
り

と
い

っ
た

現
地

で
の

継
続

的
な

活
動

が
重

要
　

・
海

外
展

開
に

取
り

組
む

企
業

の
裾

野
を

拡
大

す
る

た
め

に
は

海
外

展
開

の
選

択
肢

を
増

や
す

こ
と

が
必

要

【
海

外
】

１
　

海
外

展
開

に
取

り
組

む
企

業
の

掘
り

起
こ

し
と

伴
走

支
援

体
制

の
強

化
　

①
海

外
展

開
に

取
り

組
む

企
業

の
裾

野
の

拡
大

　
　

ア
　

海
外

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

会
の

開
催

【
R

6
～

R
9
】

　
　

イ
　

海
外

経
済

ミ
ッ

シ
ョ

ン
団

の
派

遣
【
R

7
、

R
9
】

　
　

　
　

 ・
忙

し
い

経
営

層
で

も
参

加
で

き
る

よ
う

、
現

地
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

（
タ

イ
・
ベ

ト
ナ

ム
）
を

活
用

し
た

短
期

間
の

海
外

視
察

の
実

施
【
R

7
】

　
②

海
外

展
開

に
取

り
組

む
企

業
の

伴
走

支
援

体
制

の
強

化
　

　
・
海

外
戦

略
支

援
会

議
の

開
催

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
海

外
支

援
C

O
に

よ
る

海
外

戦
略

の
策

定
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
も

の
づ

く
り

海
外

展
開

サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
に

よ
る

総
合

相
談

対
応

【
R

6
～

R
9
】

２
　

見
本

市
等

の
エ

リ
ア

拡
大

に
よ

る
商

談
機

会
の

確
保

　
①

成
約

に
向

け
た

継
続

的
な

支
援

の
強

化
　

　
ア

　
現

地
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
（
台

湾
、

イ
ン

ド
）
の

設
置

に
よ

り
、

継
続

的
な

支
援

体
制

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
　

イ
　

タ
イ

・
ベ

ト
ナ

ム
現

地
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

や
高

知
県

台
湾

オ
フ

ィ
ス

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
事

務
所

に
よ

る
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
　

（
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

、
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

設
置

国
の

拡
大

を
検

討
）

　
②

県
内

企
業

の
海

外
展

開
の

選
択

肢
を

増
や

す
た

め
、

新
た

な
市

場
の

開
拓

　
　

ア
　

市
場

開
拓

の
取

り
組

み
と

し
て

、
防

災
・
イ

ン
フ

ラ
技

術
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

【
R

6
、

R
8
】

  
  

  
  

 （
再

掲
）
・
 台

湾
で

の
展

示
会

出
展

に
加

え
て

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

で
の

J
IC

A
等

と
の

連
携

や
防

災
セ

ミ
ナ

ー
で

築
い

た
現

地
政

府
機

関
と

の
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
現

地
商

談
及

び
事

前
・
事

後
の

ウ
ェ

ブ
商

談
を

実
施

【
R

7
】

 　
 イ

  
 フ

ラ
ン

ス
や

ド
イ

ツ
で

の
取

り
組

み
の

情
報

を
共

有
、

県
内

企
業

の
意

欲
を

高
め

、
E
U

圏
で

の
商

談
を

促
進

【
R

7
】

　
  

ウ
  

J
E
T
R

O
と

連
携

し
た

米
国

市
場

調
査

の
実

施
【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
2
＞

参
照

（
P

7
5
）

〈
海

外
商

談
件

数
〉

3
9
0
件

（
R

5
）

↓ 2
8
0
件

(R
9
)

67



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
経

営
計

画
策

定
支

援
件

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

商
工

会
・
商

工
会

議
所

へ
の

年
5

回
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

9
1
7
件

（
R

4
）

9
4
6
件

（
R

5
）

8
8
6
件

（
R

9
)

１
　

経
営

計
画

の
策

定
・
実

行
の

支
援

　
・
商

工
会

や
商

工
会

議
所

と
連

携
し

、
意

欲
的

な
事

業
者

の
発

掘
や

経
営

計
画

の
策

定
・
実

行
支

援
を

実
施

。
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
は

、
補

助
金

や
給

付
金

の
申

請
支

援
や

資
金

繰
り

支
援

に
重

点
的

に
取

り
組

み
、

県
内

事
業

者
の

事
業

継
続

と
雇

用
の

維
持

に
大

き
く
貢

献
し

た
　

経
営

計
画

策
定

支
援

件
数

（
目

標
値

）
　

　
R

2
：
1
,3

1
2
件

（
5
5
8
件

）
　

　
R

3
：
9
0
8
件

（
5
6
3
件

）
　

　
R

4
：
9
1
7
件

（
5
7
8
件

）

　
・
高

知
県

商
工

会
連

合
会

に
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
を

配
置

。
O

J
T
/
O

F
F
-
J
T
を

通
じ

て
経

営
指

導
員

の
支

援
力

が
向

上
し

た
（
R

4
年

度
で

終
了

）
　

配
置

数
 R

2
：
2
名

 R
3
：
1
名

 R
4
：
1
名

　
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

O
J
T
実

施
件

数
　

　
R

2
：
2
9
0
件

　
R

3
：
2
2
0
件

　
R

4
：
2
2
3
件

　
・
高

知
県

商
工

会
連

合
会

に
経

営
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

。
各

支
援

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
経

営
計

画
の

策
定

･実
行

支
援

の
質

が
向

上
し

た
（
R

4
年

度
で

終
了

）
　

配
置

数
　

R
2
：
7
名

 R
3
：
8
名

 R
4
：
8
名

　
経

営
支

援
ｺ
ｰ

ﾃ
ﾞｨ

ﾈ
ｰ

ﾀ
ｰ

に
よ

る
支

援
　

　
R

2
：
1
1
3
者

（
法

人
の

み
）

　
　

R
3
：
2
3
2
者

（
法

人
・
個

人
）

　
　

R
4
：
1
5
6
者

（
法

人
・
個

人
）

　
・
高

知
県

商
工

会
連

合
会

及
び

高
知

商
工

会
議

所
に

経
営

支
援

エ
キ

ス
パ

ー
ト

を
配

置
。

事
業

再
構

築
や

経
営

改
善

計
画

の
策

定
な

ど
高

難
度

案
件

に
対

応
（
R

5
年

度
か

ら
新

設
）
　

配
置

数
　

R
5
：

4
名

１
　

経
営

計
画

の
策

定
・
実

行
の

支
援

　
・
コ

ロ
ナ

禍
後

も
続

く
厳

し
い

経
営

環
境

に
お

い
て

新
事

業
へ

の
事

業
転

換
や

資
金

繰
り

の
悪

化
し

た
事

業
者

へ
の

支
援

な
ど

、
高

度
な

経
営

支
援

案
件

に
対

応
可

能
な

人
材

が
必

要
　

・
経

営
計

画
を

策
定

し
た

事
業

者
に

対
す

る
実

行
支

援
（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）
の

強
化

１
　

経
営

計
画

の
策

定
・
実

行
の

支
援

　
①

経
営

支
援

機
能

の
抜

本
的

な
強

化
　

・
経

営
指

導
員

の
設

置
基

準
の

定
期

的
な

見
直

し
に

よ
る

人
員

体
制

の
確

保
【
R

6
～

R
9
】

　
・
商

工
会

・
商

工
会

議
所

の
自

発
的

な
経

営
支

援
サ

ー
ビ

ス
向

上
の

取
り

組
み

を
後

押
し

（
財

政
支

援
を

含
む

）
【
R

6
～

R
9
】

　
・
経

営
者

自
身

の
気

づ
き

に
よ

る
経

営
改

善
を

促
す

経
営

力
再

構
築

伴
走

支
援

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
経

営
支

援
の

質
的

効
果

を
検

証
す

る
た

め
、

事
業

者
の

経
営

状
態

の
見

え
る

化
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
②

経
営

支
援

エ
キ

ス
パ

ー
ト

の
配

置
（
R

5
か

ら
継

続
）

　
・
経

営
支

援
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

配
置

を
継

続
し

、
事

業
再

構
築

や
資

金
繰

り
に

対
す

る
支

援
を

強
化

【
R

6
～

R
7
】

―

2
商

業
集

積
地

に
お

け
る

営
業

店
舗

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

年
1
回

行
う

地
域

商
業

実
態

調
査

に
よ

る
確

認

4
,6

3
2
店

舗
（
R

4
）

4
,5

5
7
店

舗
（
R

5
）

4
,6

0
0
店

舗
（
R

9
）

１
　

空
き

店
舗

対
策

事
業

費
補

助
金

に
よ

る
支

援
  
･ 

商
店

街
等

で
、

空
き

店
舗

を
活

用
し

て
出

店
す

る
事

業
者

に
対

し
て

改
装

費
の

支
援

を
実

施
　

・
実

績
9
2
件

（
H

2
8
～

R
6
累

計
）

　
　

（
H

2
8
～

R
元

:4
2
件

、
R

2
:1

0
件

、
R

3
:7

件
、

R
4
:1

0
件

、
R

5
:1

0
件

、
R

6
:1

3
件

）

２
　

市
町

村
と

連
動

し
た

支
援

策
の

創
設

　
①

店
舗

兼
住

宅
活

用
推

進
事

業
に

よ
る

支
援

　
・
店

舗
兼

住
宅

の
分

離
に

要
す

る
費

用
の

支
援

を
実

施
　

・
市

町
村

へ
の

訪
問

等
に

よ
る

制
度

周
知

　
・
実

績
2
件

（
R

4
～

R
6
累

計
）

　
　

（
R

4
:0

件
、

R
5
:0

件
、

R
6
:2

件
）

　
②

中
山

間
地

域
商

業
機

能
維

持
支

援
事

業
費

補
助

金
に

よ
る

支
援

　
・
中

山
間

地
域

で
空

き
店

舗
を

活
用

し
て

出
店

す
る

事
業

者
に

対
し

て
改

装
費

の
支

援
を

実
施

　
・
市

町
村

へ
の

訪
問

等
に

よ
る

制
度

周
知

の
実

施 　
・
実

績
2
件

（
R

4
）

　
③

地
域

商
業

活
性

化
支

援
事

業
費

補
助

金
に

よ
る

支
援

　
・
市

町
村

が
主

体
と

な
っ

て
策

定
す

る
地

域
商

業
機

能
維

持
・
活

性
化

計
画

に
基

づ
く
取

り
組

み
に

対
し

て
支

援
（
R

７
～

）

１
　

空
き

店
舗

対
策

事
業

費
補

助
金

に
よ

る
支

援
　

・
空

き
店

舗
の

さ
ら

な
る

利
用

促
進

に
向

け
、

改
修

等
が

必
要

な
店

舗
の

所
有

者
を

対
象

と
し

た
支

援
の

強
化

が
必

要

２
　

市
町

村
と

連
動

し
た

支
援

策
の

創
設

　
・
商

店
街

等
に

は
店

舗
兼

住
宅

も
多

く
み

ら
れ

る
が

、
借

り
手

が
決

ま
っ

て
い

な
い

段
階

で
は

、
活

用
に

つ
な

が
ら

な
い

　
・
中

山
間

地
域

で
の

商
業

機
能

の
維

持
　

・
地

域
商

業
機

能
維

持
・
活

性
化

計
画

を
策

定
す

る
市

町
村

を
増

や
す

た
め

に
は

、
計

画
の

趣
旨

や
メ

リ
ッ

ト
を

丁
寧

に
説

明
し

、
策

定
の

段
階

か
ら

サ
ポ

ー
ト

す
る

必
要

が
あ

る

１
　

空
き

店
舗

へ
の

出
店

支
援

の
強

化
　

・
空

き
店

舗
の

さ
ら

な
る

利
用

促
進

に
向

け
、

空
き

店
舗

所
有

者
へ

の
支

援
内

容
を

拡
充

【
R

6
】

２
　

市
町

村
と

連
動

し
た

支
援

　
・
店

舗
兼

住
宅

の
分

離
に

要
す

る
費

用
の

支
援

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
・
中

山
間

地
域

で
空

き
店

舗
や

空
き

家
を

活
用

し
て

出
店

す
る

事
業

者
に

対
し

て
改

装
費

等
の

支
援

を
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
　

（
R

6
～

　
飲

食
業

へ
の

補
助

要
件

の
見

直
し

に
よ

り
、

中
山

間
地

域
で

の
飲

食
店

の
出

店
を

さ
ら

に
促

進
）

　
　

（
R

7
～

　
①

間
接

補
助

→
直

接
補

助
、

②
補

助
上

限
額

1
,2

0
0
千

円
→

5
,0

0
0
千

円
に

増
額

、
③

空
き

家
も

補
助

対
象

に
追

加
、

④
新

た
に

購
入

す
る

物
件

も
補

助
対

象
に

追
加

等
の

拡
充

に
よ

り
中

山
間

地
域

へ
の

出
店

も
さ

ら
に

追
加

）
　

・
各

市
町

村
（
商

工
及

び
移

住
担

当
部

署
）
へ

の
訪

問
等

に
よ

り
制

度
の

周
知

及
び

県
と

連
携

し
た

支
援

策
の

実
施

を
依

頼
【
R

6
～

R
9
】

　
・
事

業
者

へ
の

直
接

の
周

知
を

図
る

た
め

、
商

店
街

等
振

興
計

画
の

ワ
ー

キ
ン

グ
で

の
制

度
の

周
知

【
R

6
～

R
9
】

　
・
移

住
フ

ェ
ア

や
県

広
報

で
の

制
度

の
P

R
【
R

6
～

R
9
】

　
・
地

域
商

業
実

態
調

査
に

よ
る

、
対

象
物

件
の

掘
り

起
こ

し
【
R

6
～

R
9
】

　
・
金

融
機

関
や

宅
建

協
会

へ
の

チ
ラ

シ
の

配
布

【
R

6
～

R
9
】

　
・
地

域
商

業
機

能
維

持
・
活

性
化

計
画

策
定

の
際

に
、

事
業

経
営

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
派

遣
に

加
え

、
策

定
に

係
る

協
議

会
等

の
体

制
づ

く
り

や
地

域
に

必
要

な
商

業
機

能
の

洗
い

出
し

に
お

い
て

も
支

援
を

実
施

【
R

7
～

】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
3
＞

参
照

（
P

7
6
）

<
補

助
金

交
付

件
数

> 1
0
件

（
R

5
）

↓ 6
8
件

（
R

9
）

※
年

間
目

標
1
0
件

（
R

5
～

R
6
）

※
年

間
目

標
1
2
件

（
R

7
～

R
9
）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

商
業
サ
ー
ビ
ス
の
活
性
化

68



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
商

工
会

・
商

工
会

議
所

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

化
に

関
す

る
指

導
・
相

談
件

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
 商

工
会

・
商

工
会

議
所

か
ら

の
報

告
を

確
認

（
年

5
回

）

4
7
9
件

（
R

4
）

8
0
3
件

（
R

6
）

9
6
0
件

（
R

9
)

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
に

取
り

組
む

事
業

者
の

量
的

拡
大 　

・
商

工
会

連
合

会
に

デ
ジ

タ
ル

の
専

門
人

材
を

設
置

し
、

経
営

指
導

員
の

ス
キ

ル
向

上
と

小
規

模
事

業
者

の
デ

ジ
タ

ル
化

の
取

り
組

み
を

支
援

（
R

4
～

）
　

デ
ジ

タ
ル

化
支

援
件

数
：
5
2
件

（
R

6
）

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
に

取
り

組
む

事
業

者
の

量
的

拡
大

　
・
県

内
大

多
数

（
約

8
8
％

）
を

占
め

る
小

規
模

事
業

者
の

デ
ジ

タ
ル

化
を

促
進

す
る

た
め

に
は

、
取

り
組

み
を

後
押

し
す

る
支

援
機

関
・
支

援
者

側
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

た
経

営
支

援
力

や
事

業
者

に
対

す
る

普
及

啓
発

の
強

化
が

必
要

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
に

取
り

組
む

事
業

者
の

量
的

拡
大

　
・
商

工
会

・
商

工
会

議
所

の
経

営
指

導
員

に
よ

る
「
IT

ツ
ー

ル
集

」
等

を
活

用
し

た
相

談
・
指

導
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
商

工
会

連
合

会
に

「
デ

ジ
タ

ル
化

支
援

員
」
を

配
置

し
、

経
営

指
導

員
の

育
成

と
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

小
規

模
事

業
者

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
高

知
デ

ジ
タ

ル
カ

レ
ッ

ジ
に

お
い

て
、

「
支

援
機

関
向

け
講

座
」
　

を
実

施
し

、
支

援
機

関
職

員
の

デ
ジ

タ
ル

ス
キ

ル
を

向
上

【
R

6
～

R
9
】

　
・
国

の
IT

導
入

補
助

金
、

も
の

づ
く
り

補
助

金
、

中
小

企
業

省
力

化
投

資
補

助
金

及
び

県
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

活
用

促
進

事
業

費
補

助
金

の
活

用
を

促
進

し
、

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
お

け
る

負
担

を
軽

減
【
R

6
～

R
7
】

　
・
優

良
な

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
り

組
み

事
例

の
表

彰
や

入
賞

事
例

の
情

報
発

信
【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
4
＞

参
照

（
P

7
7
）

―

2
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

支
援

す
る

デ
ジ

タ
ル

化
計

画
の

策
定

数
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

報
告

を
確

認
（
毎

月
）

9
0
件

（
R

3
～

R
5
）

1
2
7
件

（
R

3
～

R
6
）

2
1
0
件

（
R

3
～

R
9
）

―

3
D

X
認

定
企

業
数

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
IP

A
（
情

報
処

理
推

進
機

構
）
の

D
X
推

進
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

を
確

認
（
毎

月
）

7
社

（
R

4
～

R
5
）

1
1
社

（
R

4
～

R
6
）

2
4
社

（
R

4
～

R
9
)

―

4
高

知
デ

ジ
タ

ル
カ

レ
ッ

ジ
に

お
け

る
人

材
育

成
者

数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

講
座

運
営

事
業

者
か

ら
の

報
告

及
び

講
座

運
営

状
況

を
直

接
進

捗
管

理
す

る
こ

と
に

よ
り

把
握

9
1
人

（
R

4
)

1
3
7
人

（
R

6
)

延
べ

4
0
0

人
（
R

6
～

R
9
)

１
　

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッ
ジ

に
お

け
る

人
材

の
育

成 ・
企

業
の

経
営

層
や

従
業

員
等

を
対

象
に

、
デ

ジ
タ

ル
化

に
対

応
す

る
た

め
の

知
識

や
ス

キ
ル

を
習

得
す

る
講

座
を

実
施

し
、

デ
ジ

タ
ル

化
に

対
応

す
る

た
め

の
企

業
人

材
を

育
成

講
座

数
：
４

講
座

（
R

3
）
、

３
講

座
実

（
R

4
）
、

２
講

座
（
R

5
）

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッ
ジ

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

化
に 対

応
す

る
た

め
の

企
業

人
材

育
成

数
：
4
0
7
名

（
R

3
～

R
5
）

１
　

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッ
ジ

に
お

け
る

人
材

の
育

成
・
小

規
模

事
業

者
は

デ
ジ

タ
ル

化
へ

の
意

欲
が

低
い

。
民

間
パ

ソ
コ

ン
教

室
が

少
な

い
中

山
間

地
域

で
は

デ
ジ

タ
ル

デ
バ

イ
ド

が
生

じ
て

い
る

・
デ

ジ
タ

ル
リ

テ
ラ

シ
ー

講
座

を
設

け
て

3
年

経
過

し
、

受
講

意
欲

が
高

い
企

業
の

受
講

は
一

定
進

ん
だ

。
受

講
意

欲
が

高
い

企
業

で
は

、
経

営
者

層
の

次
に

、
部

門
長

ク
ラ

ス
が

学
び

実
践

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

必
要

・
情

報
産

業
協

会
か

ら
、

若
手

エ
ン

ジ
ニ

ア
の

学
び

に
対

す
る

意
欲

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
、

エ
ン

ジ
ニ

ア
同

士
が

学
び

交
流

す
る

機
会

が
あ

る
と

良
い

と
の

意
見

が
あ

っ
た

１
　

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッ
ジ

に
お

け
る

人
材

の
育

成
 【

R
6
～

R
9
】

下
記

の
講

座
を

開
催

・
企

業
内

の
デ

ジ
タ

ル
人

材
を

育
成

す
る

「
デ

ジ
タ

ル
リ

テ
ラ

シ
ー

講
座

」
「
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

セ
ミ

ナ
ー

」
・
様

々
な

業
界

団
体

等
に

対
す

る
出

張
講

座
「
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

セ
ミ

ナ
ー

（
業

界
団

体
向

け
）
」

・
中

山
間

地
域

の
小

規
模

事
業

者
を

対
象

に
し

た
「
ビ

ジ
ネ

ス
で

使
え

る
デ

ジ
タ

ル
入

門
講

座
」
【
R

7
～

】
（
再

掲
）
・
支

援
機

関
職

員
の

デ
ジ

タ
ル

ス
キ

ル
を

向
上

さ
せ

る
「
支

援
機

関
向

け
講

座
」
　

・
即

戦
力

と
し

て
活

躍
で

き
る

デ
ジ

タ
ル

人
材

を
育

成
し

雇
用

に
つ

な
げ

る
「
シ

ス
テ

ム
開

発
人

材
育

成
講

座
」
【
R

6
～

】
及

び
「
W

E
B

・
C

G
デ

ザ
イ

ナ
ー

育
成

講
座

」
開

講
【
R

6
で

終
了

】
・
エ

ン
ジ

ニ
ア

と
し

て
活

動
中

の
方

を
対

象
に

し
た

「
IT

エ
ン

ジ
ニ

ア
育

成
講

座
」
【
R

7
～

】

⇒
　

別
図

＜
商

0
4
＞

参
照

（
P

7
7
）

―

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と事
業
構
造
の
変
革
の
促
進

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
り

組
み

の
質

的
向

上
　

・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
に

中
小

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
支

援
す

る
専

門
部

署
を

設
け

、
企

業
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

た
取

り
組

み
を

支
援

（
R

3
～

）
　

伴
走

支
援

件
数

：
1
7
0
件

（
R

3
～

R
6
）

　
デ

ジ
タ

ル
化

計
画

策
定

件
数

：
1
2
7
件

（
R

3
～

R
6
）

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
り

組
み

の
質

的
向

上
　

・
中

規
模

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

の
取

り
組

み
は

一
定

進
展

し
て

い
る

も
の

の
、

一
定

の
規

模
を

有
す

る
事

業
者

や
小

規
模

事
業

者
で

も
既

に
デ

ジ
タ

ル
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

企
業

に
も

デ
ジ

タ
ル

投
資

を
効

果
的

・
計

画
的

に
行

う
た

め
の

助
言

が
必

要
　

・
多

く
の

事
業

者
に

と
っ

て
「
ツ

ー
ル

等
の

導
入

コ
ス

ト
」
が

課
題

と
な

っ
て

お
り

、
財

政
支

援
に

よ
り

、
デ

ジ
タ

ル
投

資
へ

の
意

欲
を

高
め

、
所

得
が

伸
び

悩
む

業
種

や
事

業
者

に
取

り
組

み
の

裾
野

を
広

げ
る

こ
と

が
必

要
　

・
デ

ジ
タ

ル
化

計
画

を
策

定
し

て
も

、
人

材
不

足
が

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

と
な

り
、

取
り

組
み

の
実

行
段

階
で

ス
ト

ッ
プ

し
た

り
多

く
の

時
間

を
要

す
る

企
業

が
あ

る
　

・
取

り
組

み
を

D
X
ま

で
高

め
る

に
は

、
経

営
者

の
悩

み
・
課

題
に

寄
り

添
い

「
デ

ジ
タ

ル
化

計
画

」
に

基
づ

く
投

資
や

推
進

体
制

構
築

に
向

け
た

サ
ポ

ー
ト

が
必

要

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
り

組
み

の
質

的
向

上
　

・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
に

設
置

し
た

中
小

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
支

援
す

る
専

門
部

署
に

お
い

て
、

商
工

団
体

や
よ

ろ
ず

支
援

拠
点

、
金

融
機

関
等

の
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
企

業
の

掘
り

起
こ

し
・
相

談
対

応
・
伴

走
支

援
な

ど
を

実
施

し
、

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

取
り

組
み

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）
・
国

の
IT

導
入

補
助

金
、

も
の

づ
く
り

補
助

金
、

中
小

企
業

省
力

化
投

資
補

助
金

及
び

県
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

活
用

促
進

事
業

費
補

助
金

の
活

用
を

促
進

し
、

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
お

け
る

負
担

を
軽

減
【
R

6
～

R
7
】

　
・
U

Iタ
ー

ン
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
都

市
部

の
副

業
・
兼

業
プ

ロ
人

材
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

の
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

支
援

対
象

企
業

ご
と

に
「
支

援
チ

ー
ム

」
を

組
成

し
、

「
事

業
戦

略
」
「
デ

ジ
タ

ル
化

計
画

」
の

横
断

的
な

実
行

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

経
済

産
業

省
の

「
D

X
認

定
」
取

得
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）
・
優

良
な

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
り

組
み

事
例

の
表

彰
や

入
賞

事
例

の
情

報
発

信
【
R

7
】

⇒
　

別
図

＜
商

0
4
＞

参
照

（
P

7
7
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と事
業
構
造
の
変
革
の
促
進

5
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
及

び
公

設
試

の
支

援
に

よ
る

生
産

性
向

上
の

成
果

件
数

（
在

庫
削

減
、

生
産

量
増

加
、

作
業

時
間

短
縮

な
ど

定
量

的
な

効
果

が
あ

る
も

の
）
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

四
半

期
ご

と
に

各
取

り
組

み
実

績
を

確
認

4
件

（
R

4
）

5
件

（
R

5
）

4
4
件

（
R

6
～

R
9
)

１
　

生
産

性
向

上
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
等

に
よ

る
支

援
　

・
企

業
訪

問
（
個

社
（
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

）
支

援
）

　
　

企
業

訪
問

件
数

　
5
3
社

延
べ

4
2
1
件

（
R

2
～

5
）

　
（
R

2
：
3
6
件

、
R

3
：
8
8
件

、
R

4
：
1
3
6
件

、
R

5
：
1
6
1

件
）

　
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
数

　
R

2
・
R

3
：
1
名

、
R

4
・
R

5
：
2
名

　
・
生

産
性

向
上

支
援

会
議

：
2
5
回

　
（
R

3
開

始
、

R
3
：
1
1
回

、
R

4
：
6
回

、
R

5
：
8
回

）
　

・
生

産
性

向
上

セ
ミ

ナ
ー

　
参

加
人

数
　

 ①
管

理
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
層

　
R

4
：
5
名

  
 ②

実
践

・
リ

ー
ダ

ー
層

　
R

3
：
1
0
6
名

、
R

4
：
3
5

名
、

R
5
：
2
2
名

　
 ③

生
産

性
向

上
（
改

善
）
セ

ミ
ナ

ー
　

R
4
：
2
2

名
、

R
5
：
2
4
名

　
 ④

入
門

・
メ

ン
バ

ー
層

　
R

4
：
6
名

　
＜

成
果

例
＞

　
　

生
産

管
理

の
自

動
化

　
　

（
作

業
時

間
が

4
分

の
1
に

短
縮

）
　

　
機

械
の

稼
働

率
向

上
　

　
（
生

産
量

が
1
.4

倍
に

増
加

）
　

　
5
S
の

推
進

　
　

（
材

料
費

4
ヶ

月
分

の
削

減
）

１
　

生
産

性
向

上
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
等

に
よ

る
支

援
　

・
生

産
性

向
上

に
取

り
組

む
企

業
の

さ
ら

な
る

拡
大

が
必

要
　

・
意

識
醸

成
や

ス
キ

ル
習

得
を

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
支

援
や

セ
ミ

ナ
ー

で
さ

ら
に

進
め

人
材

を
育

成
し

、
自

社
で

主
体

的
に

生
産

性
向

上
を

進
め

ら
れ

る
企

業
を

増
や

す
こ

と
が

必
要

　
・
今

後
は

人
手

不
足

が
よ

り
深

刻
に

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
、

事
業

の
継

続
・
成

長
に

は
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
生

産
性

の
向

上
が

求
め

ら
れ

て
い

る

１
　

生
産

性
向

上
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
等

に
よ

る
支

援
（
再

掲
）
①

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
支

援
に

よ
る

県
内

企
業

の
生

産
性

向
上

事
例

を
紹

介
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

取
り

組
む

企
業

の
裾

野
を

拡
大

【
R

6
】

（
再

掲
）
②

生
産

性
向

上
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

企
業

訪
問

【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
　

　
（
再

掲
）
・
生

産
性

向
上

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
増

員
な

ど
生

産
性

向
上

支
援

体
制

の
強

化
【
R

7
】

（
再

掲
）
③

生
産

性
向

上
支

援
会

議
の

開
催

【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）
④

生
産

性
向

上
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
意

識
啓

発
セ

ミ
ナ

ー
と

実
践

型
研

修
）
【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）
⑤

改
善

活
動

先
進

企
業

視
察

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

２
　

ス
マ

ー
ト

も
の

づ
く
り

導
入

支
援

事
業

に
よ

る
技

術
支

援
　

・
県

内
製

造
業

の
A

I・
ロ

ボ
ッ

ト
・
Io

T
等

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

ス
マ

ー
ト

も
の

づ
く
り

の
導

入
と

実
践

で
き

る
人

財
の

育
成

を
支

援
す

る
「
ス

マ
ー

ト
も

の
づ

く
り

研
究

会
」
を

立
ち

上
げ

、
生

産
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
労

働
供

給
量

の
増

加
や

労
働

生
産

性
の

向
上

を
促

す
【
R

6
～

R
9
】

<
生

産
性

向
上

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
訪

問
件

数
>

1
6
1
件

（
R

5
）

↓ 2
1
6
件

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
１

　
事

業
承

継
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

事
業

承
継

ニ
ー

ズ
の

掘
り

起
こ

し
と

支
援

体
制

の
強

化
　

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
機

関
に

よ
る

、
6
0
歳

以
上

の
事

業
者

に
対

し
て

事
業

承
継

診
断

の
実

施
　

　
R

2
：
1
,2

8
3
件

　
→

　
R

5
：
1
,9

1
1
件

　
・
事

業
者

か
ら

の
譲

渡
相

談
　

　
R

2
：
1
9
3
件

　
→

　
R

5
：
2
5
4
件

　
・
6
0
歳

以
上

の
中

小
企

業
経

営
者

4
,4

0
0
者

に
対

し
、

チ
ラ

シ
と

ア
ン

ケ
ー

ト
を

送
付

（
R

5
)

　
・
女

性
の

事
業

承
継

を
促

進
す

る
た

め
「
事

業
承

継
バ

ト
ン

パ
ス

セ
ミ

ナ
ー

」
を

開
催

（
R

5
.9

）
　

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
機

関
の

増
加

　
　

H
3
0
：
2
9
機

関
　

→
　

R
5
：
4
0
機

関
　

・
（
株

）
日

本
M

&
A

セ
ン

タ
ー

と
「
連

携
と

協
力

に
関

す
る

協
定

」
締

結
（
県

）
（
H

3
0
.9

）

２
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

機
関

を
通

じ
た

事
業

者
へ

の
周

知
　

・
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

事
業

者
及

び
支

援
機

関
向

け
会

議
・
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
R

2
～

R
5
累

計
）
：

2
3
7
回

　
・
市

町
村

広
報

誌
や

金
融

機
関

、
商

工
会

・
商

工
会

議
所

を
通

じ
た

チ
ラ

シ
を

配
布

　
　

R
5
：
8
6
,0

0
0
枚

配
布

（
R

4
に

も
実

施
）

３
　

買
い

手
・
売

り
手

双
方

の
費

用
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

で
マ

ッ
チ

ン
グ

件
数

の
増

加
を

図
る

　
・
【
買

い
手

】
　

　
県

融
資

制
度

（
R

4
～

R
5
累

計
）
：
4
件

　
　

県
補

助
金

（
中

山
間

地
域

枠
R

5
～

）
：
3
件

　
・
【
売

り
手

】
　

　
県

補
助

金
（
H

2
7
～

R
5
累

計
）
：
6
7
件

１
　

事
業

者
へ

の
意

識
啓

発
、

事
業

承
継

ニ
ー

ズ
の

掘
り

起
こ

し
　

・
事

業
承

継
の

対
象

と
な

る
事

業
者

数
に

対
し

て
、

相
談

数
が

ま
だ

ま
だ

少
な

く
、

相
談

件
数

の
増

加
が

必
要 ２

　
事

業
承

継
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

第
三

者
承

継
の

促
進

　
・
売

り
手

に
比

べ
て

買
い

手
の

相
談

件
数

が
少

な
い

　
・
中

山
間

地
域

で
は

商
圏

の
縮

小
や

設
備

等
が

更
新

さ
れ

て
い

な
い

な
ど

、
成

約
に

結
び

つ
い

て
い

な
い

１
　

事
業

者
へ

の
意

識
啓

発
、

事
業

承
継

ニ
ー

ズ
の

掘
り

起
こ

し
　

・
6
0
歳

以
上

の
事

業
承

継
の

対
象

と
な

る
事

業
者

へ
、

早
期

準
備

と
相

談
に

向
け

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

診
断

シ
ー

ト
を

送
付

【
R

6
～

R
9
】

　
・
事

業
承

継
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

行
う

「
事

業
承

継
診

断
」
実

施
に

よ
る

支
援

ニ
ー

ズ
の

掘
り

起
こ

し
【
R

6
～

R
9
】

　
・
幅

広
い

業
種

で
の

事
業

承
継

推
進

の
た

め
、

関
係

機
関

・
団

体
と

連
携

し
た

周
知

の
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
地

元
支

援
機

関
が

有
す

る
事

業
者

の
ニ

ー
ズ

等
の

情
報

を
共

有
し

、
地

域
に

あ
っ

た
支

援
策

を
展

開
【
R

7
～

R
9
】

２
　

事
業

承
継

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
第

三
者

承
継

の
推

進
　

・
事

業
承

継
奨

励
給

付
金

を
創

設
し

、
移

住
・
U

Iタ
ー

ン
希

望
者

に
向

け
た

Ｐ
Ｒ

を
強

化
す

る
こ

と
で

買
い

手
の

増
加

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】
　

　
・
移

住
の

取
り

組
み

と
連

携
し

、
後

継
者

人
材

バ
ン

ク
の

登
録

と
市

町
村

に
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（
事

業
承

継
関

連
）
の

活
用

促
進

を
依

頼
【
R

6
～

R
9
】

　
・
ネ

ー
ム

ク
リ

ア
案

件
の

H
P

掲
載

数
増

及
び

事
業

承
継

マ
ッ

チ
ン

グ
サ

イ
ト

へ
の

掲
載

に
よ

る
買

い
手

へ
の

情
報

発
信

の
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
中

山
間

地
域

の
第

三
者

承
継

促
進

の
た

め
、

後
継

者
が

承
継

前
に

経
営

ノ
ウ

ハ
ウ

等
を

習
得

す
る

期
間

に
か

か
る

生
活

費
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
・
県

補
助

金
（
中

山
間

地
域

枠
）
等

の
支

援
メ

ニ
ュ

ー
の

活
用

に
向

け
、

市
町

村
や

商
工

会
等

へ
の

周
知

と
情

報
共

有
【
R

6
～

R
9
】

　
・
地

元
金

融
機

関
と

の
売

り
手

情
報

の
共

有
や

県
支

援
メ

ニ
ュ

ー
等

の
周

知
に

よ
り

、
マ

ッ
チ

ン
グ

を
推

進
【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
5
＞

参
照

（
P

7
8
）

<
事

業
承

継
診

断
件

数
>

1
,9

1
1
件

（
R

5
）

↓ 7
,9

1
1
件

（
R

9
）

※
年

間
目

標
1
,5

0
0

件

４
　

士
業

専
門

家
に

対
し

「
事

業
承

継
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
(O

J
T
)」

を
実

施
（
R

3
～

R
4
終

了
）
：
1

件 ５
　

市
町

村
に

地
域

お
こ

し
協

力
隊

（
事

業
承

継
関

連
）
の

活
用

促
進

を
依

頼
（
R

4
～

）
　

R
5
：
3
件

（
大

豊
町

、
三

原
村

、
越

知
町

）

　
第

三
者

承
継

の
マ

ッ
チ

ン
グ

件
数

　
　

R
2
：
2
7
件

　
→

　
R

5
：
5
2
件

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

事
業
承
継
・人
材
確
保
の
推
進

高
知

県
事

業
承

継
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

第
三

者
承

継
の

マ
ッ

チ
ン

グ
件

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

四
半

期
ご

と
に

高
知

県
事

業
承

継
・
引

継
ぎ

支
援

セ
ン

タ
ー

（
以

下
「
セ

ン
タ

ー
」
と

い
う

）
、

金
融

機
関

、
税

理
士

へ
進

捗
状

況
を

確
認

5
1
件

（
R

4
）

5
2
件

（
R

5
）

1
0
0
件

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

事
業
承
継
・人
材
確
保
の
推
進

2
県

内
で

就
労

す
る

「
技

能
実

習
」

及
び

「
特

定
技

能
」
の

外
国

人
労

働
者

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

高
知

労
働

局
が

発
表

す
る

「
外

国
人

雇
用

の
届

出
状

況
」
に

よ
り

確
認

（
1
0
月

末
時

点
の

人
数

を
1

月
末

に
発

表
）

3
,0

5
9
人

（
R

5
)

3
,7

6
2
人

（
R

6
)

4
,0

0
0
人

以
上

（
R

9
）

１
　

海
外

か
ら

優
秀

な
人

材
を

確
保

　
・
送

出
国

側
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

　
　

（
ベ

ト
ナ

ム
、

イ
ン

ド
へ

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

団
の

派
遣

）
　

　
現

地
へ

の
訪

問
回

数
　

R
2
:0

回
→

R
6
:6

回
 

２
　

県
内

に
お

け
る

就
労

・
相

談
体

制
の

充
実

　
・
事

業
者

向
け

説
明

会
の

開
催

　
　

R
3
～

R
6
：
2
2
回

（
参

加
者

6
8
0
人

）

３
　

地
域

の
一

員
と

し
て

の
受

入
態

勢
の

充
実

　
・
外

国
人

生
活

相
談

セ
ン

タ
ー

の
運

営
　

　
相

談
件

数
　

R
2
：
4
9
3
件

→
R

5
：
8
2
6
件

１
　

海
外

か
ら

優
秀

な
人

材
を

確
保

　
・
人

手
不

足
を

解
消

し
、

県
経

済
を

持
続

・
発

展
さ

せ
て

い
く
た

め
、

送
出

国
と

の
関

係
を

一
層

強
化

し
、

優
秀

な
外

国
人

材
を

送
り

出
し

て
も

ら
う

こ
と

が
必

要

２
　

地
域

の
一

員
と

し
て

の
受

入
態

勢
の

充
実

　
・
育

成
就

労
制

度
（
R

9
ま

で
に

施
行

）
で

は
、

外
国

人
本

人
の

意
向

に
よ

る
転

籍
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

本
県

で
働

き
続

け
た

い
と

思
え

る
環

境
づ

く
り

が
必

要

１
　

受
入

促
進

の
取

り
組

み
　

・
M

O
U

締
結

先
の

日
本

語
学

習
施

設
で

学
び

、
一

定
期

間
県

内
に

就
労

し
た

外
国

人
材

に
対

し
て

、
定

着
奨

励
金

を
給

付
【
R

6
～

R
9
】

　
・
高

知
県

に
関

す
る

授
業

科
目

の
実

施
に

必
要

な
費

用
（
モ

ニ
タ

ー
な

ど
の

ハ
ー

ド
整

備
費

用
、

テ
キ

ス
ト

作
成

費
用

等
）
を

助
成

【
R

6
】

　
・
ベ

ト
ナ

ム
・
ラ

ム
ド

ン
省

内
に

新
設

す
る

日
本

語
教

育
セ

ン
タ

ー
の

日
本

語
講

師
費

用
を

助
成

【
R

6
～

R
7
】

　
・
大

使
館

や
送

り
出

し
機

関
等

と
の

情
報

を
基

に
、

有
望

な
国

・
地

域
を

開
拓

【
R

6
～

R
9
】

　
・
新

た
に

外
国

人
材

を
雇

用
し

よ
う

と
す

る
事

業
所

等
が

相
談

で
き

る
窓

口
の

設
置

【
R

7
～

R
9
】

　
・
高

度
外

国
人

材
の

雇
用

促
進

に
向

け
た

セ
ミ

ナ
ー

等
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

２
　

定
着

促
進

の
取

り
組

み
　

①
外

国
人

が
暮

ら
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

　
　

・
多

文
化

共
生

に
取

り
組

む
市

町
村

へ
の

補
助

制
度

の
創

設
【
R

7
】

　
　

・
多

文
化

共
生

等
に

係
る

民
間

団
体

等
の

取
り

組
み

に
対

す
る

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
市

町
村

が
行

う
日

本
語

教
育

の
取

り
組

み
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

た
オ

ン
デ

マ
ン

ド
に

よ
る

学
習

機
会

の
提

供
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
外

国
人

生
活

相
談

セ
ン

タ
ー

（
コ

コ
フ

ォ
ー

レ
）
に

よ
る

相
談

対
応

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
オ

ー
テ

ピ
ア

や
市

町
村

立
図

書
館

に
お

け
る

多
文

化
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

【
R

6
～

R
9
】

　
②

外
国

人
が

働
き

や
す

い
環

境
づ

く
り

　
　

・
市

町
村

、
監

理
団

体
向

け
に

外
国

人
材

の
受

入
れ

に
係

る
県

施
策

の
説

明
会

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
技

能
実

習
生

等
の

住
宅

を
改

修
す

る
事

業
者

へ
の

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
外

国
人

材
を

雇
用

す
る

事
業

者
を

対
象

と
す

る
「
こ

う
ち

外
国

人
材

優
良

サ
ポ

ー
ト

認
証

制
度

」
の

創
設

・
運

用
開

始
【
R

7
～

R
9
】

　
　

・
就

労
環

境
整

備
（
社

内
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
標

識
類

の
多

言
語

化
等

）
の

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
職

業
訓

練
の

専
門

的
な

日
本

語
習

得
・
作

業
理

解
の

た
め

の
教

材
の

提
供

（
農

作
業

動
画

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
）
【
R

6
～

R
9
】

　
③

外
国

人
が

学
び

や
す

い
環

境
づ

く
り

　
　

・
技

能
や

ビ
ジ

ネ
ス

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

取
り

組
む

事
業

者
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
高

知
・
中

村
高

等
技

術
学

校
に

お
け

る
溶

接
や

金
属

塗
装

等
、

在
職

者
へ

の
技

能
訓

練
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
6
＞

参
照

（
P

7
9
）

＜
外

国
人

を
雇

用
す

る
事

業
所

数
＞

1
,1

0
6
所

（
R

5
）

↓ 1
,5

4
6
所

（
R

9
）

3
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
延

べ
認

証
企

業
数

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

毎
月

の
認

証
(更

新
を

含
む

)時
に

、
延

べ
認

証
企

業
数

の
達

成
状

況
を

確
認

6
3
2
社

（
H

1
9
～

R
4
)

8
5
2
社

（
H

1
9
～

R
6
)

1
,0

5
0
社

（
H

1
9
～

R
9
）

１
　

W
L
B

推
進

企
業

認
証

制
度

の
推

進
　

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
企

業
訪

問
　

延
べ

認
証

企
業

数
H

2
7
：
1
4
8
社

→
R

6
：
8
5
2
社

１
　

W
L
B

推
進

企
業

認
証

制
度

の
推

進
　

・
建

設
業

以
外

の
業

種
へ

の
普

及
拡

大
が

必
要

　
・
小

規
模

企
業

、
中

山
間

地
域

に
所

在
す

る
企

業
へ

の
普

及
拡

大
が

必
要

　
・
複

数
部

門
の

認
証

取
得

に
向

け
た

支
援

の
強

化
が

必
要

１
　

W
L
B

推
進

企
業

認
証

制
度

の
推

進
　

①
建

設
業

以
外

の
業

種
の

普
及

拡
大

　
・
業

界
団

体
と

連
携

し
た

取
り

組
み

の
推

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
W

L
B

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
増

員
【
R

6
】

　
・
専

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

広
報

【
R

6
～

R
9
】

　
・
男

性
育

休
推

進
部

門
の

新
設

【
R

7
～

】

　
②

小
規

模
企

業
、

中
山

間
地

域
に

所
在

す
る

企
業

へ
の

普
及

拡
大

　
・
W

L
B

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
増

員
【
R

6
】
（
再

掲
）

　
③

複
数

部
門

の
認

証
取

得
に

向
け

た
支

援
の

強
化

　
・
W

L
B

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
増

員
【
R

6
】
（
再

掲
）

　
・
新

聞
広

告
に

よ
る

複
数

部
門

認
証

企
業

の
P

R
【
R

6
～

R
7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
7
＞

参
照

（
P

8
0
）

＜
男

性
育

休
推

進
部

門
認

証
企

業
数

＞ 0
社

（
R

5
）

↓ 1
0
0
社

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

事
業
承
継
・人
材
確
保
の
推
進

5

―
―

―
―

1
  
伝

統
的

工
芸

品
産

業
等

の
人

材
育

成
（
土

佐
和

紙
総

合
戦

略
の

実
施

等
）

①
土

佐
和

紙
総

合
戦

略
推

進
会

議
の

開
催

：
9
回

（
R

2
～

R
5
）

②
長

期
研

修
生

の
受

入
数

：
７

人
(R

2
～

R
5
)

1
  
伝

統
的

工
芸

品
産

業
等

の
人

材
育

成
（
土

佐
和

紙
総

合
戦

略
の

実
施

等
）

①
土

佐
和

紙
の

振
興

②
伝

統
的

工
芸

品
産

業
等

の
後

継
者

育
成

1
  
伝

統
的

工
芸

品
産

業
等

の
人

材
育

成
（
土

佐
和

紙
総

合
戦

略
の

実
施

等
）

　
①

土
佐

和
紙

総
合

戦
略

に
基

づ
く
土

佐
和

紙
振

興
策

の
推

進
【
R

6
～

R
9
】

　
②

伝
統

的
工

芸
品

産
業

等
後

継
者

育
成

対
策

事
業

費
補

助
金

に
よ

る
支

援
【
R

6
～

R
9
】

＜
長

期
研

修
生

の
受

入
数

（
累

計
）
＞

2
2
人

（
H

2
6
～

R
5
(累

計
)）

↓ 2
9
人

（
H

2
6
～

R
9
累

計
）

6

―
―

―
―

１
　

新
規

就
職

者
の

定
着

支
援

①
ジ

ョ
ブ

カ
フ

ェ
こ

う
ち

に
よ

る
職

場
定

着
支

援
・
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
　

　
Ｒ

5
：
5
回

開
催

、
2
5
4
人

参
加

・
ス

タ
ー

ト
ダ

ッ
シ

ュ
セ

ミ
ナ

ー
　

　
Ｒ

5
：
2
回

開
催

、
4
6
人

参
加

・
グ

ロ
ー

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
　

　
Ｒ

5
：
2
回

開
催

、
3
9
人

参
加

・
中

小
企

業
向

け
セ

ミ
ナ

ー
（
派

遣
型

・
集

合
型

）
　

　
Ｒ

５
：
派

遣
型

8
社

1
0
8
人

参
加

　
　

　
　

　
集

合
型

2
3
社

2
7
人

参
加

１
　

新
規

就
職

者
の

定
着

支
援

①
高

知
県

の
若

者
の

離
職

率
は

全
国

と
比

べ
て

高
い

状
況

に
あ

り
、

県
内

定
着

が
課

題
②

民
間

で
の

研
修

・
セ

ミ
ナ

ー
と

の
重

複
解

消
や

、
多

様
な

人
材

活
用

の
視

点
の

強
化

が
必

要

１
　

新
規

就
職

者
の

定
着

支
援

①
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
活

用
し

て
、

各
産

業
分

野
に

お
け

る
支

援
施

策
を

周
知

【
R

7
】

②
ジ

ョ
ブ

カ
フ

ェ
こ

う
ち

と
民

間
の

連
携

に
よ

り
、

新
規

就
職

者
に

対
し

て
効

率
的

な
職

場
定

着
支

援
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

企
業

の
経

営
者

・
管

理
者

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
を

強
化

し
、

企
業

に
お

け
る

多
様

な
人

材
活

用
の

視
点

を
醸

成
す

る
【
R

7
～

R
8
】

7

―
―

―
―

１
　

非
正

規
雇

用
労

働
者

の
正

規
化

の
促

進
①

国
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
助

成
金

の
周

知
１

　
非

正
規

雇
用

労
働

者
の

正
規

化
の

促
進

①
各

産
業

分
野

に
お

け
る

県
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

支
援

施
策

の
さ

ら
な

る
周

知
が

必
要

②
非

正
規

雇
用

労
働

者
と

正
規

労
働

者
の

格
差

是
正

が
必

要

１
　

非
正

規
雇

用
労

働
者

の
正

規
化

の
促

進
①

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

活
用

し
て

、
各

産
業

分
野

に
お

け
る

支
援

施
策

を
周

知
【
R

7
】

②
働

き
が

い
向

上
に

向
け

た
支

援
（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

創
出

及
び

県
内

企
業

へ
の

取
り

組
み

の
波

及
）

　
・
職

務
や

役
割

に
よ

っ
て

評
価

す
る

人
事

賃
金

制
度

構
築

支
援

研
修

会
の

開
催

【
R

6
～

R
7
】

4
働

き
方

改
革

に
取

り
組

む
企

業
（
従

業
員

5
人

以
上

）
の

割
合

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

高
知

県
労

働
環

境
等

実
態

調
査

5
2
.9

%
（
R

5
)

5
2
.9

%
（
R

5
)

6
5
％

（
R

9
）

１
　

働
き

方
改

革
の

推
進

　
・
県

内
企

業
の

働
き

方
改

革
推

進
の

機
運

醸
成

を
図

る
と

と
も

に
、

多
様

な
人

材
が

能
力

を
発

揮
で

き
る

職
場

環
境

づ
く
り

の
推

進
　

【
国

】
　

・
高

知
働

き
方

改
革

推
進

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

(H
3
0
～

)
　

・
同

幡
多

出
張

所
設

置
(H

3
1
～

)　
　

　
　

セ
ミ

ナ
ー

開
催

　
  
H

3
0
～

R
3
：
2
6
3
回

　
　

　
延

べ
相

談
件

数
　

H
3
0
～

R
3
：
2
,2

0
9
件

　
【
県

】
　

・
働

き
方

改
革

ト
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
　

　
R

2
～

R
6
：
1
0
回

 9
0
6
社

 1
,1

4
9
人

　
・
労

働
環

境
等

実
態

調
査

の
実

施
  
  
  
R

元
：
1
,9

6
8
事

業
所

か
ら

回
収

　
　

　
　

　
　

（
回

収
率

3
9
.4

%
）

　
　

　
R

3
 ：

1
,5

3
1
事

業
所

か
ら

回
収

　
　

　
　

　
　

（
回

収
率

3
4
.8

%
）

  
  
  
 R

5
：
2
,0

5
8
事

業
所

か
ら

回
収

　
　

　
　

　
　

（
回

収
率

3
8
.1

%
）

　
・
働

き
方

改
革

取
り

組
み

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

の
作

成
、

配
付

、
活

用
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
　

　
R

2
 ：

2
2
社

　
2
7
名

　
・
働

き
方

改
革

推
進

職
場

リ
ー

ダ
ー

の
養

成
　

　
　

R
元

～
R

4
：
6
2
社

1
0
8
人

　
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
実

践
支

援
事

業
　

　
　

R
2
～

R
4
：
8
社

3
チ

ー
ム

　
・
優

良
事

例
集

の
作

成
、

配
布

（
R

3
、

R
4
､R

6
)

　
・
働

き
方

改
革

推
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
　

　
　

R
元

～
R

4
：
5
回

4
2
6
社

　
・
働

き
方

改
革

担
当

者
向

け
セ

ミ
ナ

ー
・
交

流
会

の
開

催
　

　
　

R
4
 ：

2
0
社

　
3
6
名

・
高

知
県

登
録

働
き

方
改

革
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
養

成
　

　
　

R
5
：
3
1
名

　
R

6
:1

6
名

・
働

き
方

改
革

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

よ
る

伴
走

支
援

の
実

施
　

　
 R

5
：
1
7
社

　
R

6
：
1
6
社

１
　

働
き

方
改

革
の

推
進

　
・
優

良
事

例
の

横
展

開
や

、
小

規
模

企
業

や
中

山
間

地
域

の
企

業
に

お
け

る
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

創
出

な
ど

に
よ

り
、

働
き

方
改

革
に

取
り

組
む

企
業

の
さ

ら
な

る
拡

大
が

必
要

　
・
高

知
県

登
録

働
き

方
改

革
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
養

成
と

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

が
必

要
　

・
企

業
の

伴
走

支
援

を
さ

ら
に

強
化

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

　
・
若

者
や

女
性

、
高

齢
者

な
ど

、
多

様
な

人
材

が
活

躍
で

き
る

環
境

を
つ

く
る

た
め

に
は

、
短

時
間

勤
務

や
副

業
・
兼

業
と

い
っ

た
多

様
な

働
き

方
の

導
入

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

働
き

が
い

の
向

上
に

も
取

り
組

み
、

そ
れ

ら
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

を
創

出
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

１
　

働
き

方
改

革
（
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く
り

）
に

取
り

組
む

企
業

の
拡

大
（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

創
出

及
び

県
内

企
業

へ
の

取
り

組
み

の
波

及
）

　
・
K
O

C
H

I 
W

o
rk

 S
ty

le
 A

w
ar

dの
開

催
（
男

性
育

休
推

進
部

門
の

新
設

）
【
R

6
～

R
9
】

　
・
小

規
模

企
業

や
中

山
間

地
域

に
所

在
す

る
企

業
向

け
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
企

業
伴

走
支

援
の

実
施

【
R

6
～

R
7
】

　
・
高

知
県

登
録

働
き

方
改

革
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
養

成
と

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

【
R

6
～

】
　

・
企

業
の

伴
走

支
援

の
強

化
【
R

6
～

R
7
】

　
・
働

き
や

す
い

職
場

環
境

整
備

に
取

り
組

む
企

業
へ

の
助

成
【
R

6
～

R
7
】

　
・
企

業
に

お
け

る
業

務
の

属
人

化
解

消
や

複
数

業
務

を
担

え
る

体
制

整
備

に
向

け
た

研
修

会
の

開
催

【
R

7
】

２
　

多
様

な
働

き
方

（
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く
り

）
の

導
入

支
援

（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

創
出

及
び

県
内

企
業

へ
の

取
り

組
み

の
波

及
）

　
・
多

様
な

働
き

方
推

進
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
企

業
伴

走
支

援
の

実
施

【
R

6
】

  
・
企

業
伴

走
支

援
の

強
化

【
R

6
～

R
7
】
（
再

掲
）

　
・
K
O

C
H

I 
W

o
rk

 S
ty

le
 A

w
ar

dの
開

催
【
R

6
～

R
9
】
（
再

掲
）

　
・
企

業
に

お
け

る
業

務
の

属
人

化
解

消
や

複
数

業
務

を
担

え
る

体
制

整
備

に
向

け
た

研
修

会
の

開
催

【
R

7
】
（
再

掲
）

３
　

働
き

が
い

向
上

に
向

け
た

支
援

（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

創
出

及
び

県
内

企
業

へ
の

取
り

組
み

の
波

及
）

　
・
職

務
や

役
割

に
よ

っ
て

評
価

す
る

人
事

賃
金

制
度

構
築

支
援

研
修

会
の

開
催

【
R

6
～

R
7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
7
＞

参
照

（
P

8
0
）

＜
伴

走
支

援
企

業
数

＞
1
6
社

（
R

5
）

↓ 3
0
社

（
R

9
）

＜
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
ペ

ー
ジ

年
間

ア
ク

セ
ス

数
＞

1
3
,5

0
0
回

73



高
知
県
企
業
誘
致
戦
略

令
和

９
年

度
末

ま
で

に
誘

致
企

業
51

社
、雇

用
者

1,
01

1人
を

創
出

目
標

【
K
P
I】

・産
業

団
地

の
開

発
・土

地
や

居
抜

き
物

件
等

の
情

報
収

集
と整

理
・廃

校
等

の
遊

休
施

設
や

空
き

店
舗

の
活

用
・空

き家
活

用
によ

る住
居

（
社

宅
等

）
の確

保

 企
業

や
従

業
員

を受
け

入
れ

る
ため

の
基

盤
整

備
の

推
進

１

〈育
成

〉・
デジ

タル
カレ

ッジ
、土

佐
M

BA
 ・オ

ーダ
ーメ

イド
型

研
修

の実
施

、支
援

〈確
保

〉・
地

元
大

学
、高

校
等

との
連

携
・移

住
施

策
との

連
携

・外
国

人
材

の紹
介

(高
度

人
材

含
む)

 多
様

な
企

業
ニー

ズ
に対

応
で

きる
人

材
の

育
成

・確
保

２

・既
存

補
助

制
度

の
活

用
or

拡
充

・オ
ー

ダー
メイ

ド型
補

助
制

度
の

検
討

・市
町

村
との

協
調

補
助

（
人

口
減

少
対

策
総

合
交

付
金

の
活

用
を

含
む

）

全
国

トッ
プ

クラ
ス

の
支

援
制

度
の

拡
充

３

・協
働

に
よ

る
誘

致
を

進
め

る
仕

組
み

の
構

築
・地

元
協

力
企

業
の

紹
介

・従
業

員
確

保
の

支
援

・従
業

員
の

住
居

紹
介

 な
ど

  地
元

市
町

村
との

協
働

によ
る

アフ
ター

フォ
ロー

の
実

施
４

下 支 え す る 施 策

これ
ま

で
、製

造
業

（
一

次
産

業
分

野
に

お
け

る
産

品
の

加
工

を
含

む
）

や
事

務
系

企
業

、I
T・

コン
テ

ン
ツ系

企
業

な
どの

企
業

誘
致

の
取

り組
み

を
推

進
そ

の
結

果
、産

業
振

興
計

画
を

策
定

した
平

成
21

年
度

以
降

、6
5社
の
誘
致
、約
18
00
人
の
雇
用
創
出

を
実

現
しか

しな
が

ら、
元

気
な

未
来

創
造

戦
略

や
中

山
間

地
域

再
興

ビジ
ョン

の
目

標
の

達
成

に
向

け
て

は
、以

下
の

課
題

へ
の

対
応

が
必

要

①
若
年
人
口
の
減
少

・ 
長

年
に

わ
た

る
若

年
層

の
県

外
へ

の
転

出
超

過
に

よ
って

若
年

人
口

（
15

～
34

歳
）

、と
りわ

け
女

性
の

若
年

人
口

が
減

少
して

い
る

・ 
魅

力
あ

る
仕

事
を

創
り、

若
者

の
定

着
に

つ
な

げ
る

こと
が

求
め

られ
て

い
る

②
製
造
業
の
生
産
性
・製
造
品
出
荷
額
等
の
底
上
げ

・ 
製

造
業

の
生

産
性

、製
造

品
出

荷
額

等
は

全
国

下
位

レ
ベ

ル
に

あ
り、

底
上

げ
が

必
要

・ 
様

々
な

分
野

の
理

系
学

生
の

就
職

の
受

け
皿

とな
る

　
企

業
が

必
要

③
中
山
間
地
域
に
お
け
る
働
く場
・生
活
イ
ン
フラ
の
減
少

・ 
若

者
や

女
性

が
魅

力
を

感
じる

仕
事

が
少

な
く、

若
者

　
流

出
の

一
因

とな
って

い
る

・ 
買

い
物

環
境

等
の

生
活

イン
フラ

に
つ

い
て

は
、高

齢
化

等
に

よ
りニ

ー
ズ

が
高

ま
る

一
方

で
、人

口
減

少
の

進
展

に
よ

り、
サ

ー
ビス

の
維

持
・確

保
が

困
難

に
な

って
い

る

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り組
み

県
内

各
地

に
働

く場
を

創
出

す
る

様
々

な
企

業
の

誘
致

を
以

下
の

４
つ

の
柱

に
基

づ
き

、全
庁

を
挙

げ
て

市
町

村
との

協
働

に
よ

り推
進

柱
４　柱
１

柱
２

拡

柱
３ 県
内
製
造
業
の
生
産
性
向
上
や製
造
品
出
荷
額
等
の

増
加
に資
す
る企
業
の
誘
致

主
な
誘
致
対
象
企
業
（
分
野
）

拡 推 進 体 制

　地
域

本
部

（
再

掲
）

事
務

局

（
企

業
誘

致
課

）

協
働

副
知

事
、商

工
労

働
部

長
、各

部
の

副
部

長
（

総
合

企
画

部
、産

業
振

興
推

進
部

、
商

工
労

働
部

、観
光

振
興

ス
ポ

ー
ツ

部
、農

業
振

興
部

、林
業

振
興

・環
境

部
、

水
産

振
興

部
、土

木
部

）
＋

 地
域

産
業

振
興

監
　　

  （
全

７
地

域
本

部
）

プ
ロジ

ェク
トチ

ー
ム

（
Ｐ

Ｔ
）

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
（

Ｗ
Ｇ

）
商

工
労

働
部

副
部

長
、各

部
の

主
管

課
長

庁
内

誘
致
案
件
（
現
状
）

区
分

計

熟
度

・必
要

性
( 

低
  →

  中
  →

  高
 )

Ｃ
Ｂ

Ａ

柱
１

17
件

8
1

8

柱
２

3件
2

1

柱
３

7件
1

4
2

柱
４

41
件

22
12

7

計
68

件
31

19
18

理
系
学
生
の
就
職
を
促
進
す
る
企
業
の
誘
致

若
者
や女
性
か
ら人
気
の
高
い
事
務
系
企
業
等
の
誘
致

市
町

村
との

協
働

○
庁
内
外
か
らの
ニ
ー
ズ
の
　　

吸
い
上
げ

(1
) 

庁
内

・ 
関

係
部

局
、地

域
本

部
（

PT
、W

G）
(2

) 
庁

外
・ 

市
町

村
・ 

大
学

（
学

生
）

等
へ

の
　

ア
ン

ケ
ー

トを
実

施

○
企
業
に
対
す
る
情
報
発
信

・ 
県

外
見

本
市

へ
の

出
展

・ 
D

M
の

発
送

・ 
HP

、w
eb

広
告

、w
eb

ｾﾐ
ﾅｰ

等
の

デ
ジ

タル
技

術
の

活
用

・ 
県

関
係

者
等

の
ﾈｯ

ﾄﾜ
ｰｸ

活
用

○
企
業
訪
問
の
実
施

・ 
本

県
の

支
援

策
等

の
紹

介
・ 

企
業

の
抱

え
る

課
題

(ニ
ー

ズ
)

の
把

握
↓

・ 
課

題
解

決
に

向
け

た
提

案
物

件
紹

介
、人

材
確

保
策

、
補

助
制

度
の

活
用

　な
ど

○
現
地
視
察
の
提
案
・実
施

・ 
物

件
や

周
辺

地
域

の
案

内
・ 

市
町

村
、ハ

ロー
ワ

ー
クと

面
談

・ 
企

業
側

か
らの

要
望

に
対

応
県

内
企

業
、大

学
等

との
意

見
交

換
の

場
の

セ
ッテ

ィン
グ

　
な

ど

Ⅰ
　企
業
誘
致
の
取
り組
み
を
拡
大

・ 
これ

ま
で

の
商

工
業

や
一

次
産

業
分

野
の

取
り組

み
に

加
え

て
、「

中
山

間
地

域
に

仕
事

を
創

る
」な

どの
視

点
を

含
め

た
企

業
誘

致
を

４
つ

の
柱

に
よ

り推
進

①
若
年
人
口
の
減
少

・ 
若

者
や

女
性

か
らニ

ー
ズ

の
あ

る
企

業
の

さら
な

る
誘

致

②
製
造
業
の
生
産
性
・製
造
品
出
荷
額
等
の
底
上
げ

・ 
県

内
製

造
業

の
生

産
性

の
向

上
や

製
造

品
出

荷
額

等
の

増
加

に
寄

与
す

る
企

業
の

誘
致

・ 
理

系
学

生
の

受
け

皿
とな

る
企

業
の

誘
致

③
中
山
間
地
域
に
お
け
る
働
く場
・生
活
イ
ン
フラ
の
減
少

・ 
中

山
間

地
域

に
働

く場
を

創
出

す
る

企
業

の
誘

致
・ 

中
山

間
地

域
で

暮
らし

続
け

る
こと

が
で

き
る

よ
う生

活
　

イン
フラ

とな
る

企
業

の
誘

致

Ⅱ
　P
T設
置
な
ど推
進
体
制
の
整
備

・ 
庁

内
に

PT
とW

Gを
設

置
す

る
こと

に
よ

り、
Ⅰ

の
取

り組
み

の
進

捗
管

理
や

下
支

え
す

る
施

策
の

検
討

等
を

実
施

・ 
市

町
村

と協
働

して
誘

致
を

進
め

る
仕

組
み

を
構

築

現
状
・課
題

企
業
誘
致
の
視
点
か
らの
対
策

新
企

業
誘

致
の

実
現

Aと
な

る
よ

う磨
きあ

げ

☆
A案

件
は

具
体

的
な

誘
致

活
動

を
実

施

中
山
間
地
域
へ
の
若
者
・女
性
が
働
く場
や

生
活
イ
ン
フラ
関
連
の
企
業
の
誘
致

Ⅱ
　P
T設
置
な
ど推
進
体
制
の
整
備
（
進
捗
管
理
・下
支
え
す
る
施
策
の
検
討
な
ど）

Ⅰ
　企
業
誘
致
の
取
り組
み
を
拡
大

柱
１

柱
２

柱
３

柱
４

企
業
誘
致
の
流
れ

《ス
テ
ップ
１
：
誘
致
案
件
の
掘
り起
こし
》

《ス
テ
ップ
３
：
具
体
的
な
誘
致
活
動
》

《ス
テ
ップ
２
：
「案
件
カ
ル
テ
」の
作
成
、磨
き
あ
げ
》

市
町

村
支

援
連

携

＜
商
01
＞

74



国
内
外
へ
の
さ
ら
な
る
外
商
の
促
進

【国
内
】

(1
)出

展
見

本
市

を
絞

り、
事

前
準

備
や

出
展

後
の

フォ
ロー

を手
厚

くす
る

こと
で

成
約

増
に

つ
な

が
って

い
る

が
、新

規
出

展
者

が
少

な
い

た
め

、掘
り起

こし
が

必
要

(2
)大

手
企

業
に

幅
広

くネ
ット

ワ
ー

クを
持

つ
NP

O
法

人
と

技
術

の
外

商
分

野
で

連
携

し商
談

が
生

ま
れ

て
お

り、
他

分
野

で
も

販
路

拡
大

が
期

待
で

き
る

。
(3

)専
門

知
識

が
必

要
な

工
法

分
野

に
つ

い
て

、土
木

技
術

コー
デ

ィネ
ー

ター
の

人
脈

を
活

か
し、

さら
に

多
くの

自
治

体
や

団
体

等
と県

内
企

業
との

関
係

を
構

築
す

る
た

め
に

は
活

動
体

制
の

強
化

が
必

要
【海
外
】

(1
)海

外
展

開
の

き
っか

け
とな

る
現

地
視

察
に

つ
い

て
、従

来
の

ミッ
シ

ョン
団

派
遣

で
は

、期
間

が
長

く参
加

しづ
らい

企
業

が
あ

り、
多

様
な

機
会

の
提

供
が

必
要

(2
)フ

ィリ
ピン

で
防

災
セ

ミナ
ー

を
開

催
し、

災
害

リス
ク世

界
一

と言
わ

れ
る

フィ
リピ

ン
政

府
機

関
の

防
災

に
対

す
る

関
心

の
高

さを
確

認
。商

談
機

会
の

拡
充

が
必

要
(3

)フ
ラン

ス
に

お
い

て
R4

,R
5に

出
展

した
見

本
市

や
R6

に
実

施
した

パ
リ市

内
展

示
ス

ペ
ー

ス
で

の
商

品
展

示
・商

談
の

取
り組

み
が

実
を結

び
つ

つ
あ

り、
参

画
拡

大
が

必
要

【K
PI
】

　産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
支
援
す
る
企
業
の
県
外
売
上
高

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　※

単
位

：
億

円

R５
R6

（
8月

実
績

）
Ｒ

９

目
　標

1,
05

7
1,

08
9

(5
09

)
1,

19
0

うち
海

外
57

59 (3
6)

64

【国
内
】　
関
西
圏
へ
の
取
り組
み
の
強
化

(1
)外

商
に

取
り組

む
企

業
の

掘
り起

こし
　 

県
ブ

ー
ス

出
展

を
効

果
的

な
見

本
市

に
絞

り、
出

展
準

備
や

出
展

後
の

商
談

会
開

催
な

どの
支

援
を

さ
らに

きめ
細

や
か

に
行

うこ
とに

よ
り、

新
規

企
業

も
参

加
しや

す
く、

よ
り成

約
に

つ
な

が
る

環
境

を
整

備
(2

)販
路

拡
大

の
強

化
　①

 N
PO

法
人

との
連

携
分

野
に

つ
い

て
、技

術
の

外
商

分
野

に
加

え
て

、防
災

関
連

製
品

を
は

じめ
とす

る
各

種
製

品
に

拡
大

　②
 「

とさ
とさ

」を
活

用
した

伝
統

的
工

芸
品

、海
洋

深
層

水
な

どの
販

売
促

進
(3

)防
災

関
連

製
品

・技
術

の
外

商
支

援
体

制
の

強
化

　 
土

木
技

術
コー

デ
ィネ

ー
ター

の
活

動
日

数
を

増
加

（
週

３
日

→
４

日
）

【海
外
】　
企
業
の
裾
野
拡
大
と商
談
の
強
化

(1
)海

外
展

開
に

取
り組

む
企

業
の

掘
り起

こし
　 

忙
しい

経
営

層
で

も
参

加
で

き
る

よ
う、

現
地

サ
ポ

ー
トデ

ス
ク（

タイ
・ベ

トナ
ム

）
を

活
用

した
短

期
間

の
海

外
視

察
の

実
施

　　
(2

)防
災

関
連

製
品

・技
術

の
商

談
機

会
の

拡
充

   
台

湾
で

の
展

示
会

出
展

に
加

え
て

、フ
ィリ

ピン
で

の
JI

CA
等

との
連

携
や

防
災

セ
ミナ

ー
で

築
い

た
現

地
政

府
機

関
との

ネ
ット

ワ
ー

クを
活

用
し、

現
地

商
談

及
び

事
前

・事
後

の
ウェ

ブ
商

談
を

実
施

(3
)新

た
な

市
場

の
開

拓
に

向
け

た
取

り組
み

の
強

化
　①

 フ
ラン

スや
ドイ

ツで
の

取
り組

み
の

情
報

を共
有

、県
内

企
業

の
意

欲
を高

め
、E

U圏
で

の
商

談
を促

進
　②

 J
ET

RO
と連

携
した

米
国

市
場

調
査

の
実

施

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　　

(1
)国

内
：

新
た

に
外

商
に

取
り組

む
企

業
の

裾
野

を
拡

大
す

る
とと

も
に

、外
商

の
取

組
が

進
ん

で
い

る
　　

　　
県

内
企

業
に

見
本

市
出

展
等

の
外

商
活

動
を

促
す

こと
に

よ
り、

成
約

額
増

加
に

つ
な

げ
る

。
(2

)海
外

：
海

外
展

開
に

取
り組

む
企

業
の

裾
野

を
広

げ
る

とと
も

に
、現

地
企

業
との

マ
ッチ

ン
グ

促
進

等
   

 に
よ

り、
県

内
企

業
の

成
約

拡
大

に
つ

な
げ

る
。

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
支
援
す
る
企
業
の
県
外
売
上
高

　
出

発
点

(R
4)

1,
02

7億
円

 (
うち

海
外

56
億

円
)⇒

現
状

(R
6年

8月
)5

09
億

円
 (

うち
海

外
36

億
円

)
⇒

R7
 1

,1
22

億
円

 (
うち

海
外

61
億

円
)⇒

４
年

後
(R

9)
1,

19
0億

円
 (

うち
海

外
64

億
円

)

目
標
値

拡 拡拡拡

現
状

・課
題

拡

＜
商
02
＞
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（
１

）
現

状
　　

①
 地

域
商

業
の

活
性

化
に

向
け

て
は

、こ
れ

ま
　　

　　
で

主
に

商
業

集
積

地
（

商
店

街
）

を
対

象
　　

　　
に

取
り組

ん
で

き
た

　　
　　

H3
0か

ら取
り組

む
「商

店
街

等
振

興
計

画
　　

　　
推

進
事

業
」に

よ
り、

18
地

域
（

21
市

町
）

　　
　　

で
計

画
策

定
　　

　　
計

画
に

基
づ

く取
り組

み
に

よ
り商

店
街

等
に

　　
　　

お
け

る
に

ぎ
わ

い
の

創
出

な
ど一

定
の

成
果

が
　　

　　
得

られ
た

　　
　　

一
方

で
営

業
店

舗
数

の
減

少
は

続
い

て
い

る

　　
　　

　　
商

業
集

積
地

に
お

け
る

営
業

店
舗

数
　　

 　
　　

　　
（

R4
:4

,6
32

件
→

R5
:4

,5
57

件
）

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　出
典

：
県

地
域

商
業

実
態

調
査

　　
　　

　　
小

売
業

及
び

卸
売

業
の

事
業

所
数

　　
　　

　　
 　

（
H2

8:
8,

36
5所

→
R3

:7
,9

29
所

）
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　 
出

典
：

経
済

セ
ン

サ
ス

（
２

）
課

題
　　

①
 都

市
部

で
は

郊
外

型
店

舗
が

増
加

、中
山

　　
　　

間
地

域
で

は
過

疎
・高

齢
化

が
進

み
、商

業
　　

　　
集

積
地

の
空

洞
化

が
進

ん
で

い
る

　　
②

 商
店

街
に

限
らず

、地
域

住
民

の
生

活
に

必
　　

　　
要

な
商

業
機

能
を

維
持

した
い

とい
うニ

ー
ズ

　　
　　

が
あ

る
　　

③
 こ

れ
ま

で
商

店
街

等
を

中
心

とし
た

商
業

地
　　

　　
域

へ
の

支
援

を
行

って
き

た
た

め
、そ

れ
以

外
　　

　　
の

地
域

へ
の

支
援

が
十

分
で

な
い

商
業

支
援

の
在

り方
の

見
直

しが
必

要

　
 　

　地
域

商
業

の
活

性
化

現
状

・課
題

等

　（
１

）
地

域
商

業
機

能
維

持
・活

性
化

計
画

の
策

定
を

支
援

　　
 ①

 計
画

策
定

　　
  ア

　策
定

に
係

る
協

議
会

等
の

体
制

づ
くり

　　
  イ

　地
域

に
必

要
な

商
業

機
能

の
洗

い
出

し
　　

  ウ
　策

定
に

向
け

た
事

業
経

営
ア

ドバ
イザ

ー
等

の
派

遣

　（
２

）
地

域
商

業
機

能
維

持
・活

性
化

計
画

に
基

づ
い

た
取

り組
み

を
支

援
　　

 ①
 ソ

フト
事

業
に

対
す

る
支

援
　　

　ア
　地

域
の

商
業

機
能

を
担

う人
材

の
育

成
や

組
織

作
り(

若
者

を
対

象
に

した
起

業
セ

ミナ
ー

等
)

　　
　イ

　地
域

資
源

を
生

か
した

ブ
ラン

ドの
構

築
等

に
向

け
た

取
り組

み
　　

　ウ
　地

域
の

公
共

交
通

事
業

者
と連

携
した

取
り組

み
　　

 ②
 ハ

ー
ド事

業
に

対
す

る
支

援
　　

　ア
　滞

在
時

間
の

延
長

を
促

す
コミ

ュニ
テ

ィス
ペ

ー
ス

（
休

憩
施

設
、イ

ー
トイ

ン
ス

ペ
ー

ス
等

）
の

設
置

　　
　イ

　ポ
ップ

ア
ップ

ス
トア

等
の

出
店

　（
３

）
そ

の
他

　計
画

に
位

置
づ

け
た

取
り組

み
に

対
す

る
支

援
　　

 ①
 空

き
店

舗
を

活
用

した
出

店
・起

業
に

対
す

る
支

援
　　

 ②
 商

工
会

等
の

経
営

指
導

員
に

よ
る

支
援

　　
 ③

 事
業

承
継

の
促

進
に

向
け

た
支

援
　　

 ④
 デ

ジ
タル

化
の

促
進

に
向

け
た

支
援

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　　 （
１

）
従

来
の

「商
店

街
等

振
興

計
画

」を
「地

域
商

業
機

能
維

持
・活

性
化

計
画

」に
シ

フト
し、

市
町

村
が

　　
　　

 主
体

とな
った

計
画

の
策

定
を支

援
す

る
。

　　
　　

　
（

２
）

計
画

の
対

象
とす

る
地

域
を

これ
ま

で
の

「商
業

集
積

地
（

商
店

街
）

」か
ら「

市
町

村
全

体
」に

変
更

し、
地

域
に

　　
　　

 必
要

とさ
れ

る
商

業
機

能
の

維
持

・活
性

化
に

向
け

た
取

り組
み

の
推

進
を

図
る

。
　　

　　
　　

（
３

）
計

画
策

定
後

は
、計

画
の

実
行

を
伴

走
支

援
す

る
。

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

新

　　
　　

　　
　　

　商
業

集
積

地
に

お
け

る
営

業
店

舗
数

（
年

間
）

　　
　　

　　
　　

　出
発

点
(R

4)
 4

,6
32

件
 ⇒

 現
状

(R
5)

 4
,5

57
件

 ⇒
 R

7 
4,

60
0件

 ⇒
 ４

年
後

(R
9)

 4
,6

00
件

目
標

値

新 拡

＜
商

03
＞

76



◆
産

業
振

興
セ

ンタ
ー

等
の

支
援

に
より

中
規

模
事

業
者

の
デ

ジ
タル

化
の

取
り組

み
は

一
定

進
展

◆
一

方
、小

規
模

事
業

者
で

は
、半

数
が

デ
ジ

タル
化

の
取

り組
み

を実
施

して
い

な
い

（
R5

中
小

企
業

・小
規

模
企

業
版

　県
政

世
論

調
査

）
◆

「導
入

コス
ト」

が
ネ

ック
とな

って
い

た
が

、デ
ジ

タル
技

術
活

用
促

進
事

業
費

補
助

金
(R

4/
R5

補
正

)
や

国
IT

導
入

補
助

金
の

活
用

に
より

、デ
ジ

タル
化

に
取

り組
む

事
業

者
の

掘
り起

こし
が

一
定

進
展

現
　状

　

①
取

り組
み

の
量

的
拡

大
に

向
け

、県
内

事
業

者
へ

の
啓

発
活

動
の

強
化

が
必

要
　→

対
策

➊
➋

　②
小

規
模

事
業

者
の

経
営

支
援

の
中

核
を担

って
い

る商
工

会
・商

工
会

議
所

の
経

営
指

導
員

の
デ

ジ
タル

化
支

援
力

の
強

化
が

必
要

　
　→

対
策

❹
❺

　③
IT

事
業

者
や

民
間

パ
ソ

コン
教

室
が

な
い

中
山

間
地

域
で

は
、仕

事
の

中
に

デ
ジ

タル
技

術
や

デ
ー

タ分
析

を
取

り入
れ

る
き

っか
け

　　
 が

な
く、

小
規

模
事

業
者

の
デ

ジ
タル

デ
バ

イド
問

題
が

顕
在

化
　→

対
策

❼
　④

取
り組

み
を質

的
に

向
上

させ
DX

ま
で

高
め

る
に

は
、産

業
振

興
セ

ン
ター

の
機

能
を

強
化

し、
そ

の
他

の
支

援
機

関
との

連
携

を
深

　　
 め

な
が

ら、
後

回
しに

な
りが

ち
な

デ
ジ

タル
投

資
や

推
進

体
制

構
築

に
向

け
た

サ
ポ

ー
トを

す
る

必
要

　→
対

策
⓯

⓰

課
　題

  令
和

6年
10

月
24

日
産

業
デ

ジ
タル

化
推

進
課

　

　➤
事

業
者

を
取

り巻
く経

営
環

境
は

、賃
上

げ
や

原
材

料
価

格
の

高
騰

な
どに

よ
る

コス
トの

増
加

、
人

手
不

足
な

どに
より

厳
しい

状
況

に
あ

り、
デ

ジ
タル

技
術

の
活

用
に

関
心

が
高

ま
りつ

つ
あ

る
➤

デ
ジ

タル
技

術
の

導
入

に
よ

る
生

産
性

向
上

や
効

果
的

な
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
を

実
現

し、
県

内
事

業
者

の
「稼

ぐ力
」を

高
め

る
必

要
➤

若
者

・女
性

に
とっ

て
魅

力
的

な
働

く場
を

増
や

す
た

め
、デ

ジ
タル

技
術

も
活

用
し、

働
き

方
改

革
を

推
進

す
る

必
要

ଓ ஃ ਑ ২

国
IT

導
入

補
助

金
国

省
力

化
投

資
補

助
金

国
も

の
づ

くり
補

助
金

デ
ジ

タ
ル

技
術

活
用

促
進

事
業

費
補

助
金

拡

  R
6
.1

2
.2

産
業

デ
ジ

タル
化

推
進

課
　

 １
 商

工
会

・商
工

会
議

所
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
化

に
関

す
る

指
導

・相
談

件
数

（
年

間
）

　 
 出

発
点

(R
4)

47
9件

  ⇒
  (

R6
)8

03
件

  ⇒
  (

R7
)7

20
件

  ⇒
  (

R9
)9

60
件

２
 産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

支
援

す
る

デ
ジ

タ
ル

化
計

画
の

策
定

数
（

R3
～

の
累

計
）

　 
  出

発
点

(R
5)

90
件

   
  ⇒

  (
R6

)1
27

件
  ⇒

  (
R7

)1
50

件
　⇒

  (
R9

)2
10

件
３

 D
X認

定
企

業
数

（
R

4～
の

累
計

）
　　

　　
出

発
点

(R
5)

7社
　 

 ⇒
  (

R6
)1

1社
  ⇒

  (
R7

)1
4社

 ⇒
  (

R9
)2

4社

KP
I

⓲
国

補
助

制
度

の
活

用
促

進
　及

び
　県

単
独

の
補

助
制

度
の

創
設

　 （
１

）
事

業
者

の
共

通
課

題
の

解
決

　➔
　国

の
カタ

ログ
補

助
金

等
を

活
用

（
２

）
事

業
者

の
個

別
課

題
の

解
決

　➔
　県

単
独

の
補

助
制

度
に

よ
り支

援
（

国
補

助
金

で
対

象
とな

らな
い

、個
別

シ
ス

テ
ム

開
発

や
ハ

ー
ド機

器
整

備
を

支
援

）

ൣ ௒ ੍ ର ط য ౫ ୘ ਛ ؞ ન ৳

■
支

援
対

象
者

　デ
ジ

タル
化

に
取

り組
む

意
思

を
持

つ
事

業
者

　

　第
２

段
階

　デ
ジ

タ
ル

化
実

行
（

当
面

の
課

題
を

解
決

）

■
R

7取
り組

み
内

容
　 ❾

継
続

的
に

取
り組

む
た

め
の

中
期

的
な

実
行

計
画

で
あ

る
「デ

ジ
タル

　
 化

計
画

」の
策

定
・実

行
支

援
（

デ
ジ

タル
化

推
進

CO
4名

）
➓

情
報

産
業

協
会

会
員

企
業

等
と連

携
した

マッ
チ

ング
支

援

⓫
ロボ

ット
・A

I等
を

活
用

した
製

造
ライ

ン
の

ス
マ

ー
ト化

を支
援

⓬
都

市
部

の
ﾌﾟ

ﾛﾌ
ｪｯ

ｼｮ
ﾅﾙ

人
材

とﾏ
ｯﾁ

ﾝｸ
ﾞし

、伴
走

支
援

体
制

を構
築

⓭
デ

ジ
タル

技
術

を活
用

した
業

務
効

率
化

を
進

め
る

た
め

の
デ

ジ
タル

ツー
ル

導
入

や
人

材
育

成
を

支
援

（
県

補
助

制
度

を
活

用
）

　 ⓮
従

業
員

の
リス

キ
リン

グ
を推

進
し、

社
内

の
デ

ジ
タル

化
リー

ダー
を

育
成

す
る

講
座

を開
催

　（
総

合
講

座
35

人
、　

個
別

テ
ー

マ
15

名
×

6テ
ー

マ）

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

U
Iタ

ー
ン

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

工
業

技
術

セ
ン

タ
ー

金
融

機
関

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッジ 新

■
支

援
対

象
者

  部
門

毎
の

効
率

化
に

留
ま

らず
、全

体
最

適
化

を
目

指
す

意
思

の
あ

る
事

業
者

第
３

段
階

　デ
ジ

タ
ル

化
統

合
　　

　　
　　

（
会

社
全

体
の

経
営

課
題

を
解

決
）

　

■
R

７
取

り組
み

内
容

⓯
会

社
全

体
の

経
営

課
題

解
決

に
向

け
た

デ
ジ

タル
化

計
画

   
策

定
後

の
フォ

ロー
ア

ップ
を

行
うた

め
の

支
援

体
制

を
強

化
（

D
X戦

略
ア

ドバ
イザ

ー
に

よ
る

専
門

的
助

言
）

⓰
支

援
チ

ー
ム

に
よ

る
、企

業
の

「事
業

戦
略

」「
デ

ジ
タル

化
   

計
画

」の
横

断
的

な
実

行
を

支
援

し、
D

Xに
挑

戦
す

る
事

   
業

者
を

後
押

し
⓱

全
体

最
適

に
向

け
た

取
り組

み
を支

援
(「

DX
認

定
」取

得
な

ど)

質
的
向
上

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー D

　X
ビジ

ネ
ス

モ
デ

ル
や

組
織

・企
業

文
化

の
変

革
を

行
い

、新
た

な
付

加
価

値
を

生
み

だ
す

「デ
ジ

タル
トラ

ン
ス

フォ
ー

メー
シ

ョ
ン

」の
実

現
へ

拡 拡

拡

拡

拡

■
R

７
取

り組
み

内
容

　 　➌
IT

ツー
ル

集
等

を
活

用
し経

営
指

導
の

中
で

啓
発

活
動

を実
施

　　
（

経
営

指
導

員
 約

80
名

）
　❹

「デ
ジ

タル
化

支
援

員
」を

増
員

し（
1名

→
2名

）
、経

営
指

導
員

へ
の

支
 援

体
制

を
強

化
　❺

経
営

指
導

員
の

デ
ジ

タル
化

支
援

力
強

化
に

向
け

た
人

材
育

成
講

座
を実

施

　❻
商

工
会

・商
工

会
議

所
等

か
らト

ス
ア

ップ
され

る
小

規
模

事
業

者
か

らの
相

 談
案

件
に

専
門

家
が

対
応

　❼
IT

サ
ー

ビス
事

業
者

が
少

な
い

中
山

間
地

域
の

デ
ジ

タル
デ

バ
イド

対
策

とし
て

、ビ
ジ

ネ
ス

で
使

え
る

デ
ジ

タル
入

門
講

座
を開

催
（

4カ
所

程
度

（
安

芸
地

域
、嶺

北
地

域
、高

幡
+

仁
淀

川
地

域
、幡

多
地

域
）

）
　 　 　➑

デ
ジ

タル
化

を推
進

す
る

た
め

の
普

及
啓

発
セ

ミナ
ー

を
開

催
（

７
回

）
　　

　※
業

種
の

裾
野

を
拡

げ
る

た
め

、業
界

団
体

に
向

け
た

啓
発

活
動

も
実

施

■
支

援
対

象
者

　県
内

事
業

者
の

９
割

を
占

め
る

小
規

模
事

業
者

（
多

くが
個

人
事

業
主

）

　　
　第

１
段

階
　デ

ジ
タ

ル
化

準
備

～
開

始
（

初
め

の
一

歩
）
量
的
拡
大

テ
ー

マ
例

：
「ア

ン
ケ

ー
トフ

ォー
ム

使
い

方
」　

「顧
客

デ
ー

タ分
析

」　
「チ

ラシ
づ

くり
」　

等

よ
ろ

ず
支

援
拠

点
（

国
）

商
工

会
・商

工
会

議
所

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッジ

拡 拡

高
知

大
学

と連
携

൤ ఺ ཟ ৅

新

新 拡

➊
県

内
事

業
者

に
お

け
る

優
良

な
デ

ジ
タル

化
の

取
り組

み
を公

募
し、

表
彰

イベ
ン

トを
開

催
新

➋
表

彰
イベ

ン
トで

入
賞

した
優

良
事

例
を広

く発
信

す
る

こと
で

取
り組

み
の

横
展

開
を図

り、
デ

ジ
タル

化
に

取
り組

む
事

業
者

の
裾

野
を

拡
大

デ
ジ

タル
化

の
促

進
に

向
け

た
普

及
啓

発
　

  R
7.

1.
31

　産
業

デ
ジ

タル
化

推
進

課
県

内
事

業
者

の
デ

ジ
タ

ル
化

の
促

進
＜

商
04

＞

77



（
１
）
経
営
者
へ
の
意
識
啓
発

　①
金

融
機

関
や

商
工

団
体

等
に

よ
る

経
営

者
へ

の
意

識
啓

   
  発

及
び

支
援

ニ
ー

ズ
の

掘
り起

こし
は

進
ん

で
い

る
。

   
  し

か
しな

が
ら、

県
内

の
事

業
承

継
支

援
の

対
象

とな
る

　 
  事

業
者

(6
0歳

以
上

で
後

継
者

不
在

 約
5,

35
0者

/県
推

計
)に

   
  対

し売
り手

相
談

は
99

2件
(R

2-
R5

相
談

件
数

)と
ま

だ
ま

だ
   

  少
な

い
状

況
　

　⇒
各
支
援
機
関
に
よ
る
継
続
的
な
取
り組
み
が
必
要

　　 （
２
）
売
り手
・買
い
手
の
相
談
件
数

　①
売

り手
の

掘
り起

こし
は

一
定

進
ん

で
い

る
が

、買
い

手
に

つ
　　

 い
て

は
移

住
施

策
との

連
携

や
支

援
メニ

ュー
の

創
設

、情
   

　
　　

 報
発

信
等

を
行

って
い

る
も

の
の

相
談

は
ま

だ
少

な
い

状
況

　⇒
買
い
手
の
増
加
に
向
け
た
さ
らな
る
取
り組
み
が
必
要

　　

　円
滑
な
事
業
承
継
の
推
進

（
１
）
地
域
の
支
援
機
関
の
連
携
体
制
の
強
化

　　
①

事
業

承
継

ネ
ット

ワ
ー

クが
行

う「
事

業
承

継
診

断
」の

実
施

に
よ

る
支

援
ニ

ー
ズ

の
掘

り起
こし

や
意

識
啓

発
　　

②
地

元
支

援
機

関
が

有
す

る
事

業
者

の
ニ

ー
ズ

等
の

情
報

を
共

有
し、

地
域

に
あ

った
支

援
策

を
展

開
　　

　⇒
R7

年
度

は
4地

区
で

展
開

（
中

山
間

地
域

）
　　 （
２
）
買
い
手
の
増
加
に
向
け
た
取
り組
み

　　
①

地
元

金
融

機
関

と連
携

した
買

い
手

の
掘

り起
こし

　　
　ア

　地
元

金
融

機
関

に
売

り手
情

報
や

県
支

援
メニ

ュー
等

を
発

信
し、

マ
ッチ

ン
グ

を
推

進
(県

外
・県

内
)

　　 　　
②

移
住

施
策

等
と連

携
した

買
い

手
の

掘
り起

こし

　　
　ア

　事
業

承
継

・引
継

ぎ
支

援
セ

ン
ター

に
よ

る
相

談
体

制
の

拡
充

　　
　　

⇒
移

住
コン

シ
ェル

ジ
ュを

通
じて

、継
業

希
望

者
に

引
継

ぎ
支

援
セ

ン
ター

との
W

eb
面

談
を

案
内

　　
　イ

　移
住

W
eb

サ
イト

を
通

じた
デ

ジ
タル

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

の
活

用
　　

　　
⇒

関
心

層
に

ア
プ

ロー
チ

す
る

特
集

ペ
ー

ジ
を

作
成

し、
メル

マ
ガ

に
よ

る
プ

ッシ
ュ型

広
報

を
実

施
   

 　
　　

　ウ
　地

域
お

こし
協

力
隊

の
研

修
会

や
創

業
塾

の
起

業
希

望
者

対
象

セ
ミナ

ー
に

お
い

て
PR

(各
2回

以
上

)
　　

　エ
　県

内
大

学
等

の
出

前
承

継
セ

ミナ
ー

の
実

施
（

2回
以

上
）

　　
　オ

　買
い

手
へ

の
支

援
メニ

ュー
の

継
続

（
奨

励
給

付
金

、補
助

金
な

ど）

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　①
県

全
体

の
事

業
承

継
支

援
の

底
上

げ
を図

る
た

め
、地

域
の

連
携

体
制

を
強

化
す

る
　②

県
内

事
業

者
の

マ
ッチ

ン
グ

を
促

進
す

る
た

め
、買

い
手

の
増

加
を

図
る

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

新

セ
ン

ター
、市

町
村

、
商

工
会

な
どの

各
支

援
機

関 　県
　各

支
店

　約
22
0支
店

　　
売

り手
情

報

　　
支

援
メニ

ュー

本 部
各

支
店

の
取

引
先

（
買

い
手

）

地
元

金
融

機
関

　

　　
　　

　　
　　
高
知
県
事
業
承
継
ネ
ット
ワ
ー
ク
に
よ
る
第
三
者
承
継
の
マ
ッチ
ン
グ
件
数
（
年
間
）

　　
　　

　　
　　

出
発

点
(R

4)
 5

1件
 ⇒

 現
状

(R
6.

12
) 

56
件

 ⇒
 R

7 
10

0件
 ⇒

 ４
年

後
(R

9)
 1

00
件

目
標
値

※
全

国
の

事
業

承
継

・引
継

ぎ
支

援
セ

ン
ター

 R
5年

度
全

国
平

均
75

％

現
状

・課
題

（
単

位
：

件
）

休
廃
業

・解
散

H
30

R元
R2

R3
R4

R5

21
5

25
7

32
1

23
7

24
7

26
1

出
典

:東
京

商
工

リサ
ー

チ

（
単

位
：

件
）

県
内
事
業
者
数

（
単
位
：
者
）

H
26

H
28

R3

26
,3

99
25

,0
25

22
,4

22
出

典
:総

務
省

 経
済

セ
ン

サ
ス

活
動

調
査

主
に

県
外

向
け

主
に

県
内

向
け

R4
R5

R4
-R
5平
均

売
り手

相
談

(A
)

29
4

25
4

27
4

買
い

手
相

談
(B

)
11

3
12

2
11

7.
5

成
約

数
 (

C)
51

52
51

.5

成
約

率
 (

C)
 /

 (
A)

17
.3

%
20

.5
%

18
.8

%

買
い

手
 /

 売
り手

　 
(B

) 
/ 

(A
) 

※
38

.4
％

48
.0

％
43

.1
％

19
4

うち
中

山
間

14
8

17
1

16
18

17

8.
2%

12
.2

%
9.

9%

新 新拡 拡 拡

うち
中

山
間

うち
中

山
間

＜
商
05
＞
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＜
受

入
促

進
＞

　　
①

一
定

期
間

県
内

で
就

労
した

外
国

人
材

に
対

して
定

着
奨

励
金

を給
付

　　
②

大
使

館
や

送
り出

し機
関

等
か

らの
情

報
を

基
に

、有
望

な
国

・地
域

を
開

拓
（

イン
ド北

東
部

な
ど）

　　
③

新
た

に
外

国
人

材
を

雇
用

しよ
うと

す
る

事
業

所
等

が
相

談
で

き
る

窓
口

の
設

置
　　

　 
（

制
度

や
在

留
資

格
の

説
明

、県
内

監
理

団
体

の
紹

介
）

　　
④

高
度

外
国

人
材

の
雇

用
促

進
に

向
け

た
セ

ミナ
ー

、合
同

企
業

説
明

会
の

実
施

＜
定

着
促

進
＞

（
１

）
暮

ら
しや

す
い

環
境

づ
くり

　　
①

多
文

化
共

生
を促

進
す

る
市

町
村

や
民

間
団

体
へ

の
支

援
　　

　（
多

文
化

共
生

社
会

へ
の

理
解

促
進

や
交

流
イベ

ン
トの

開
催

等
を

支
援

）
　　

　　
　市

町
村

：
補

助
制

度
の

創
設

　　
　　

　民
間

団
体

：
助

成
総

額
お

よ
び

申
請

受
付

時
期

を
拡

充
　　

②
市

町
村

が
行

う日
本

語
教

育
の

取
り組

み
支

援
（

日
本

語
教

室
の

開
設

・運
営

支
援

）
　　

③
e-

ラー
ニ

ン
グ

を活
用

した
時

間
や

場
所

に
とら

わ
れ

な
い

学
習

機
会

の
提

供
　　

④
外

国
人

生
活

相
談

セ
ン

ター
（

ココ
フォ

ー
レ

）
に

よ
る

相
談

対
応

（
２

）
働

き
や

す
い

環
境

づ
くり

　　
①

技
能

実
習

生
等

の
住

宅
を

改
修

す
る

事
業

者
へ

の
支

援
　　

②
「こ

うち
外

国
人

材
優

良
サ

ポ
ー

ト認
証

制
度

」の
創

設
・運

用
開

始
(外

国
人

材
を

雇
用

す
る

事
業

者
を

対
象

)
　　

③
就

労
環

境
整

備
（

社
内

マ
ニ

ュア
ル

・標
識

類
の

多
言

語
化

等
）

の
支

援

（
３

）
学

び
や

す
い

環
境

づ
くり

　　
①

技
能

や
ビジ

ネ
ス

の
ス

キ
ル

ア
ップ

に
取

り組
む

事
業

者
へ

の
支

援
　　

②
溶

接
や

金
属

塗
装

等
、在

職
者

へ
の

技
能

訓
練

の
実

施
（

県
立

高
等

技
術

学
校

）

外
国

人
材

の
受

入
・活

躍
推

進

【現
状

】
（

１
）

海
外

か
ら

優
秀

な
人

材
を

確
保

　　
 送

出
国

側
との

信
頼

関
係

の
構

築
　　

　（
ベ

トナ
ム

、イ
ン

ドな
どへ

の
ミッ

シ
ョン

団
の

派
遣

）
　　

　　
現

地
へ

の
訪

問
回

数
　R

2:
０

回
→

R6
:6

回
（

２
）

県
内

に
お

け
る

就
労

・相
談

体
制

の
充

実
　　

 事
業

者
向

け
説

明
会

の
開

催
　　

　　
R3

～
R6

：
22

回
（

参
加

者
68

0人
）

（
３

）
地

域
の

一
員

とし
て

の
受

入
態

勢
の

充
実

　　
 外

国
人

生
活

相
談

セ
ン

ター
の

運
営

　　
　　

相
談

件
数

　R
2：

49
3件

→
R6

：
89

2件
【課

題
】

　○
人

手
不

足
を

解
消

し、
県

経
済

を
持

続
・発

展
させ

て
い

くた
め

、送
出

国
との

関
係

を
一

層
強

化
し、

優
秀

な
人

材
を

送
り出

して
も

らう
こと

が
必

要
  ○

育
成

就
労

制
度

（
R9

ま
で

に
施

行
）

で
は

、外
国

人
本

人
の

意
向

に
よ

る
転

籍
が

認
め

られ
る

た
め

、本
県

で
働

き
続

け
た

い
と思

え
る

環
境

づ
くり

が
必

要

現
状

・課
題

　　  　 K P I 検 証

R5
(出

発
点

)
Ｒ

６

目
　標

3,
15

0人
3,

29
5人

実
　績

3,
05

9人
3,

76
2人

　　
県

内
で

就
労

す
る

「技
能

実
習

」及
び

　　
「特

定
技

能
」の

外
国

人
労

働
者

数

　　 　 外
国

人
材

が
「暮

らし
や

す
い

・働
き

や
す

い
・学

び
や

す
い

環
境

づ
くり

」の
取

り組
み

を
一

段
と強

化
し、

本
県

で
働

く外
国

人
材

の
満

足
度

を
向

上
させ

、本
県

へ
の

定
着

を図
る

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

県
内

で
就

労
す

る
「技

能
実

習
」及

び
「特

定
技

能
」の

外
国

人
労

働
者

数
（

年
間

）
　　

　　
　　

　　
　（

技
能

実
習

制
度

は
国

に
お

い
て

見
直

し
を

して
い

る
とこ

ろ
）

　　
　　

　　
　　

　　
出

発
点

（
R5

）
3,

05
9人

　⇒
　現

状
（

R6
）

3,
76

2人
　⇒

　4
年

後
（

R9
）

4,
00

0人
以

上

目
標

値

高
知

県
元

気
な

未
来

創
造

戦
略

と連
動

新新

＜
商

06
＞

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

拡新

79



働
き

方
改

革
の

推
進

（
１

）
ワ

ー
ク

ラ
イ

フバ
ラ

ン
ス

の
推

進
　　

①
ワ

ー
クラ

イフ
バ

ラン
ス

推
進

企
業

認
証

制
度

の
取

得
を

　　
　 

推
進

し、
認

証
企

業
数

が
大

幅
に

増
加

　　
　　

（
H3

0　
23

3社
→

R6
　8

52
社

（
延

べ
))

　　
  ※

業
種

別
：

建
設

業
 5

5.
6%

、
　　

　　
　　

 　
　　

　 
製

造
業

、医
療

・福
祉

とも
に

10
.9

％
の

順
　　

　 
　 

従
業

員
規

模
別

：
10

人
以

上
の

企
業

 7
7.

0%
　　

　 
⇒

幅
広

い
業

種
、小

規
模

事
業

者
の

取
得

を
推

進
   

   
   

 し
て

い
くこ

とが
必

要
　　

②
男

性
育

休
の

取
得

推
進

に
よ

り取
得

率
が

大
幅

　　
　に

上
昇

して
い

る
が

、取
得

期
間

が
短

い
傾

向
　 

（
取

得
率

：
H3

0 
7.

6%
→

R5
 3

6.
1%

　　
　取

得
期

間
：

R5
 １

ヶ月
未

満
 5

3.
1％

）
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　 

⇒
取

得
率

と取
得

期
間

の
更

な
る

増
加

に
向

け
、

　　
　　

　業
務

を
代

替
す

る
従

業
員

の
負

担
感

の
解

消
な

ど
　　

　　
　企

業
内

の
仕

組
み

づ
くり

が
課

題

（
２

）
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
くり

へ
の

支
援

　　
①

テ
レ

ワ
ー

クや
フレ

ック
ス

タイ
ム

制
、兼

業
・副

業
な

ど
　　

　　
多

様
な

働
き

方
を

導
入

す
る

企
業

が
増

加
　　

（
働

き
方

改
革

に
取

り組
む

企
業

の
割

合
　　

　 
R1

 4
2.

5％
→

R5
　5

2.
9％

（
従

業
員

5人
以

上
)）

　　
　 

⇒
小

規
模

、中
山

間
地

域
に

所
在

す
る

企
業

は
、

　　
　　

　働
き

方
改

革
に

取
り組

む
企

業
が

少
な

い
状

況

（
３

）
若

年
層

対
策

の
推

進
　　

　高
知

県
の

若
者

の
離

職
率

は
全

国
と比

べ
て

高
い

状
況

　　
　に

あ
る

　　
（

新
規

学
卒

者
(R

3.
3月

卒
)の

3年
以

内
離

職
率

　
　　

　　
高

校
：

全
国

38
.4

%
、高

知
県

44
.9

％
　　

　　
大

学
：

全
国

34
.9

％
、高

知
県

43
.7

％
）

　　
　⇒

早
期

離
職

（
県

外
転

出
含

む
）

の
抑

制
が

課
題

　
　

現
状

・課
題

（
１

）
ワ

ー
ク

ラ
イ

フバ
ラ

ン
ス

の
推

進
　 

①
認

証
制

度
に

男
性

育
休

推
進

部
門

を
新

設
し、

取
得

企
業

に
対

し県
補

助
金

へ
の

イン
セ

ン
テ

ィブ
を

付
与

　 
②

属
人

化
解

消
や

複
数

業
務

を
担

え
る

よ
う支

援
し、

男
性

育
休

を
は

じめ
とす

る
休

暇
が

取
得

しや
す

い
環

境
を

整
備

（
２

）
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
くり

へ
の

支
援

　 
①

企
業

伴
走

支
援

や
KO

CH
I 

W
or

k 
St

yl
e 

Aw
ar

dに
よ

る
ロー

ル
モ

デ
ル

創
出

と横
展

開
(K

PI
:支

援
企

業
数

25
社

)
　 

②
多

様
な

働
き

方
や

賃
上

げ
な

ど処
遇

改
善

に
取

り組
む

企
業

を
事

例
集

等
に

よ
り紹

介
し、

企
業

の
機

運
を

醸
成

　
　 

③
働

き
や

す
い

環
境

整
備

に
向

け
た

補
助

制
度

の
拡

充
に

よ
り、

多
様

な
人

材
が

活
躍

で
き

る
環

境
整

備
を

推
進

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
(K

PI
:1

00
社

)
   

④
職

務
や

役
割

に
よ

って
評

価
す

る
制

度
の

導
入

を
支

援
し、

男
女

間
、非

正
規

・正
規

間
の

賃
金

格
差

解
消

や
処

遇
改

善
   

  を
推

進
（

KP
I:

延
べ

20
社

）
   

⑤
チ

ャイ
ル

ドペ
ナ

ル
テ

ィ対
策

な
ど女

性
活

躍
に

関
す

る
セ

ミナ
ー

を
開

催
し、

女
性

が
働

き
や

す
い

環
境

づ
くり

に
向

け
た

機
運

   
   

を
醸

成
   

⑥
カス

ハ
ラや

ビジ
ネ

ス
ケ

ア
ラー

に
関

す
る

法
改

正
へ

の
対

応
を

支
援

　　
　

（
３

）
若

年
層

対
策

の
推

進
　 

①
職

務
や

役
割

に
よ

って
評

価
す

る
制

度
の

導
入

を
支

援
し、

男
女

間
、非

正
規

・正
規

間
の

賃
金

格
差

解
消

や
処

遇
改

善
   

   
を

推
進

（
KP

I:
延

べ
20

社
）

（
再

掲
）

　 
②

経
済

団
体

等
と連

携
し、

新
入

社
員

向
け

セ
ミナ

ー
、交

流
セ

ミナ
ー

等
を

実
施

し、
早

期
離

職
対

策
を

推
進

　 
③

デ
ジ

タル
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
を

活
用

し、
県

内
の

求
人

情
報

や
各

分
野

の
支

援
策

を
紹

介
す

る
こと

で
若

者
の

県
内

定
着

とス
キ

　　
　ル

ア
ップ

に
よ

る
正

規
化

を
促

進

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　　 　　 　　   　①
業

種
、地

域
、従

業
員

規
模

ご
との

支
援

を
強

化
し、

認
証

制
度

の
さら

な
る

普
及

を
図

る
こと

で
、働

き
や

す
い

   
  職

場
を

拡
大

　
  ②

女
性

や
若

者
、高

齢
者

な
ど多

様
な

人
材

が
活

躍
で

き
る

職
場

環
境

づ
くり

を
進

め
る

県
内

企
業

の
支

援
を

強
化

   
  す

る
こと

で
、人

材
の

確
保

、定
着

に
寄

与

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

   
す

べ
て

の
世

代
が

活
躍

し多
様

な
働

き
方

が
で

き
る

高
知

県
へ

　　
　　

　　
 （

１
）

 ワ
ー

ク
ラ

イ
フバ

ラ
ン

ス
推

進
延

べ
認

証
企

業
数

（
累

計
）

　　
　　

　　
　 

出
発

点
（

R4
）

63
2社

⇒
現

状
（

R6
）

85
2社

⇒
R7

　9
10

社
⇒

4年
後

(R
9)

 1
,0

50
社

   
   

   
   

  （
２

）
働

き
方

改
革

に
取

り組
む

企
業

（
従

業
員

5人
以

上
）

の
割

合
（

年
間

）
　　

　　
　　

　　
 出

発
点

（
R5

）
52

.9
%

　⇒
現

状
　R

7調
査

　⇒
R7

　5
9%

⇒
4年

後
（

R9
)　

65
%

目
標

値

新拡新 拡 新新 拡 拡 拡 新拡

＜
商

07
＞

80


